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１-１．基本方針 01佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　

１-１.基本方針

①市民の生活サービス機能の充実

①交流の拠点

子ども、学生、お年寄りなど幅広い世代、様々な立場の人が集い、交流し、それ
ぞれの時間を過ごすことのできる場ぞれの時間を過ごすことのできる場

②集客の拠点

香取市の顔として、市内外へ情報発信するとともに、市内外から人を集め、市内
各地域への起点となり、回遊させる場各地域 の起点となり、回遊させる場

③魅力創造の拠点

香取市の新たな魅力や価値観を創造するとともに、中心市街地の賑わい創出をリードす
る場る場

④生活支援の拠点

子育て世代や高齢者など、まちなかで生活する多様な人々に役立ち、商工業者の
営みやコミュニティ活動をサポートする場営みやコミュニティ活動をサポ トする場

⑤学び・育成の拠点

香取市の文化、歴史を学ぶことができ、人が成長する豊かな地域資源を活用し、
地場産業を育成する場

基本計画では、人びとが集い、暮らし、交流する、賑わいのあるまちづくりの拠点の
実現のため、以下の５つの整備方針を定めています。

基本理念・整備方針を基に、以下を基本設計における
基本方針と定めます。

②老朽化した公共施設の建て替え

③観光情報発信機能の強化

④多機能複合化による集客拠点性の強化

⑤市民ニーズへの対応

⑥複合施設利用者の利便性の向上

人々が集い、暮らし、交流する「にぎわい

のある香取市のまちづくり拠点」を整備

基本理念（基本構想） 整備方針（基本計画） 基本方針（基本設計）

■香取市の新たな魅力創出

最新の複合公共施設に、 香取市独自の歴史

と文化に培われた “ 粋 ” な雰囲気を再現し、

まちの新たな魅力を創出します。

１.基本方針

株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

ＪＲ成田線・鹿島線ＪＲ成田線・鹿島線ＪＲ成田線・鹿島線

小野川小野川小野川

佐原の町並み① 佐原の町並み②

佐原駅前商店街佐原駅前商店街佐原駅前商店街
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１-２．設計コンセプト 02佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　

１-２.設計コンセプト

人と人が交わり、歴史と文化が薫る、「粋」な場づくり～粋なかとり～
佐原の町並みをイメージさせる佇まいに、人々の多様な活動が生まれる、最新の機能を

内包した香取市ならではの「粋」な場づくりを目指します。

■複合化のメリットを最大限活かした場づくり
                                                    　～交流の拠点

・明快な施設構成と、誰もが気軽に訪れ、新たな活動に参加できる、使

いやすく開かれた環境を整備し、交流を促します。

・諸室の“見える化”と隣接する共用空間の充実によって、フレキシブ

ルな諸室利用がもたらす多様な市民活動の創出を図ります。

・各施設が必要とする機能の共用化により、コンパクトで合理的な施設

計画とします。

■新たな賑わいと魅力を発信する場づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～集客・魅力創造の拠点

・駅から商店街、そして佐原の町並みへの動線上に、観光情報発信の場や

多様なイベント活動の場を整備し、賑わいと魅力を発信します。

・香取市の魅力に触れられる環境として、物販スペース等を設けた観光情報

発信施設と、歴史と文化の情報を得られる図書館を低層階に配置します。

・観光の玄関口として、佐原の大祭等のイベントにも対応できるスペース

づくりとし、周辺と調和した都市景観を形成します。

■コミュニティ活動・多世代交流の促進を図る場づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～生活支援・学び・育成の拠点

・多様なイベント活動の場や図書館に加え、子育て世代支援施設も低層

階に配置します。親子連れから学生・高齢者まで、多世代のコミュニティ

活動・交流が生まれる場をつくります。

・施設毎にフリースペースを整備することにより、複合公共施設の諸室

機能を補完し、コミュニティ活動を促す新たな公共空間をつくります。

・公民館機能・社会福祉関連施設・市民活動支援センターの事務室を一体

的に配置することで、コミュニティ活動等に対して連携した支援が可能

となります。

３つの設計コンセプトを支える最新の技術

～粋なかとり～を具現化する３つの設計コンセプト

・明快な架構形式とし、安心安全な構造計画とします。

・わかりやすい避難・誘導計画に加え、十分な地震対策を

施し、災害に強い施設づくりを行います。

・環境負荷低減や再生可能エネルギーの利用、最新の環

境技術による一次エネルギー消費の削減等、環境に配

慮した計画とします。

・小規模自主避難場所として、48 時間稼働の自家発電設

備等、十分な防災機能を備えた施設計画とします。

・ユニバーサルデザイン・バリアフリー計画に基づき、

すべての人々に配慮した施設計画とします。

北西側外観イメージ北西側外観イメージ北西側外観イメージ



■案内図

■都市計画図■ハザードマップ

第一種住居地域

近隣商業地域

商業地域

準防火地域

第一種低層住居専用地域

■凡例

浸水が 2.0 ～ 5.0m 以上の区域

浸水が 1.0 ～ 2.0m 以上の区域

浸水が 0.5 ～ 1.0m 以上の区域

浸水が 0.5m 未満の区域

浸水が 5.0m 以上の区域

■凡例

計画敷地計画敷地計画敷地

計画敷地計画敷地計画敷地

小野川小野川小野川

佐原駅佐原駅佐原駅
ＪＲ成田線・鹿島線

ＪＲ成田線・鹿島線

ＪＲ成田線・鹿島線

佐原駅前商店街佐原駅前商店街佐原駅前商店街

S=1/6000S=1/6000S=1/6000

（２）敷地条件

（３）計画建物の概要

①地名地番：　　  千葉県香取市佐原字竹之下イ 134 番３ほか
②敷地面積：　　　9,657.72 ㎡ ( 市道 1142 号線の一部を含む）

③用途地域：　　　商業地域

④建蔽率・容積率：80％・400％

⑤防火地域：　　　準防火地域

⑥地域地区：　　　なし

⑦日影規制：　　　なし

⑧接道：北側：なし

　　　　南側：市道 1010 号線 (幅員 :5ｍ)

　　　　東側：市道 1021 号線 (幅員 :3.8ｍ)

　　　　西側：県道 36 号線 (幅員 :8.5ｍ)・市道 1142 号線 (幅員 :8.2ｍ)

（１）立地条件

・計画敷地は、香取市中心市街地の「佐原駅周辺地区」に位置しており、地区内にはＪＲ佐原駅や佐原駅前

商店街が立地しています。一方、中心市街地の南側に位置する「佐原重要伝統的建造物群保存地区」には

歴史的町並みや各種観光施設が立地しており、香取市を代表する観光地として賑わいを見せています。

・計画敷地は、旧清見屋 (百貨店 )の跡地であり、平成 16 年の閉店以降、佐原駅周辺地区で最大規模の未利

用地となっています。また、駅周辺に立地する佐原駅前商店街の活性化が課題となっています。

・計画敷地は、ハザードマップによると 2～ 5ｍの浸水区域となっています。利根川氾濫時はこれらの浸水

が想定されていますが、現在では治水対策が行われ、昭和 25 年以降は大きな洪水被害はありません。また、

計画敷地周辺は地盤が悪く、東日本大震災では液状化に見舞われていることから、地盤調査を行い、適切

な基礎工法の選定や液状化対策の必要性を検討します。
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１-３．敷地・計画建物の概要
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１-３. 敷地・計画建物の概要　 03

①用途（建築基準法）

　・特殊建築物（別表第１(3)　図書館）：図書館

　・その他：観光情報発信施設・公民館機能・子育て世代支援施設・社会福祉関連施設・

　　　　 　 市民活動支援センター

②構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造 4階建て　

③建物高さ：22.90ｍ

④建築面積：2,261 ㎡

⑤延床面積：6,574 ㎡

⑥用途別床面積

　・観光情報発信施設：178 ㎡

　・公民館機能：1,843 ㎡

　・子育て世代支援施設：689 ㎡

　・図書館：1,472 ㎡

　・社会福祉関連施設：263 ㎡

　・市民活動支援センター：67 ㎡

　・その他共用部：2,062 ㎡



・計画敷地周辺施設の整理を行うことで、複合公共施設に求められる機能を整理します。

【考察】

・周辺に所在する駐車場の大多数が、月極駐車場及び施設 (店舗 )利用者専用駐車場

となっています。

・コミュニティーセンターの敷地は、施設利用競合時 (文化会館・体育館の同時利用 )

に駐車台数が不足している状況です。

・時間貸し駐車場は敷地周辺にあるものの稼働率が高い状況です。

【複合公共施設整備後の概要】

・現公民館・図書館の移転に伴い、コミュニティーセンターの敷地における収容台数

は向上しますが、佐原駅北口バスターミナルの稼働に伴い、パーク＆ライド利用者(駐

車場台数 )が増加することが想定されます。

【考察】

○観光客
・主な動線の起･終点は、町並み (キメラＰ･町並み観光Ｐ･東薫酒造＝起･終点①)と佐

原駅周辺 (起･終点②)です。
・起･終点①からの動線は、町並み中心部の回遊に留まっています。
・起･終点②からの動線は、ほていや→小野川沿い→横宿通りルートが顕著に見られます。
・動線上には４つの観光案内所が所在しています。
○高校生
・佐原高校・千葉萌陽高校とも、佐原駅→ほていや→小野川右岸→各高校の往復ルートが顕著に

見られます。
・佐原白楊高校は佐原駅→高校の往復ルートが顕著に見られます。
○市内循環バス
・コミュニティセンター→佐原駅→忠敬橋ほかの循環ルートです。

【考察】

○施設の一部機能が重複するもの

（ホール）⑤文化会館、（研修室・会議室）⑫上川岸小公園・⑬町並み交流館

（観光情報発信）⑧佐原駅観光交流センター・⑨駅前観光案内所・⑬町並み交流館

○民業を圧迫する恐れのあるもの

　①パソコン教室 ( ICT ルーム )・②フィットネスクラブ (運動施設 )

○施設の機能を補完するもの

　⑥体育館 (アリーナ・武道場 )

○施設の利便性を向上させるもの

　③北口バスターミナル (交通 )・⑦ホテル (宿泊・レストラン )

（４）周辺施設の整理

駐車場位置図 歩行者動線位置図 公共・民間関連機能位置図

コミュニティーセンターコミュニティーセンター

キメラＰキメラＰ

佐原町並み観光Ｐ佐原町並み観光Ｐ

千葉萌陽高等学校千葉萌陽高等学校

佐原駅北口バスターミナル佐原駅北口バスターミナル

コミュニティーセンターコミュニティーセンター
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香取市民体育館



（５）敷地求積図

9,657.72

株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

１-３. 敷地・計画建物の概要 05佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　



佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　
株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

　１-３. 敷地・計画建物の概要 06

（６）敷地条件整理

（７）敷地現況写真

①① ② ③

①

② ④

⑤

③

キープランキープランキープラン

商店街より敷地を見る商店街より敷地を見る商店街より敷地を見る 西側道路(市道1142号線)より線路側を見る西側道路(市道1142号線)より線路側を見る西側道路(市道1142号線)より線路側を見る 北側歩道より敷地の東側を見る北側歩道より敷地の東側を見る北側歩道より敷地の東側を見る

④ ⑤東側道路(市道1021号線)より敷地の南西側を見る東側道路(市道1021号線)より敷地の南西側を見る東側道路(市道1021号線)より敷地の南西側を見る 南側道路(市道1010号線)より敷地の東側を見る南側道路(市道1010号線)より敷地の東側を見る南側道路(市道1010号線)より敷地の東側を見る

①動線の整理

■人の動線について

・駅から訪れる観光客は佐原駅前商店街を抜け、敷地南側道路（市道 1010 号線）・南の県道 55

号線のいずれかを通り、佐原の町並みに至る動線がメインとなっています。

・敷地南側道路（市道 1010 号線）は、一方通行で道路幅員が狭く交通量も多いため、歩きづ

らい環境となっていることから、敷地北側の歩道を通る経路も検討する必要があります。

・敷地北側の歩道は、高校生（佐原高校・千葉萌陽高校）の通学路として、また周辺住民の生

活動線としても利用されています。

■車の動線について

・敷地南側道路（市道 1010 号線）は一方通行で交通量も多いため、車のメイン動線は敷地西

側道路（県道 36 号線・市道 1142 号線）と考えられます。

・敷地西側道路（県道 36 号線・市道 1142 号線）には、2ヶ所の交差点と踏切があり、また建

設予定のホテルの車両出入口が設けられることが想定されるため、これらを考慮した安全な

位置に敷地への車両出入口を設定する必要があります。

・地域性から車での利用がメインとなることから、渋滞を避けるため、敷地南側道路（市道

1010 号線）への出入口の確保も必要となります。

②周辺環境の整理

・敷地東側と南側は 2・3階建ての住宅のほか、5・6階建ての事務所などが建っています。

・敷地西側商店街は 2・3階建ての店舗（一部 5階建て）が建ち並んでいます。

・ＪＲ成田線・鹿島線の北側には千葉県の香取合同庁舎（4 階建て）が建っています。線路の

南側にはホテル（5階建て）が建設予定です。

・敷地から線路を挟んだ北側は低層の住宅地となっています。

・敷地周辺は比較的低層の建物が多く、一部に 4・5 階建ての建物が点在しています。周辺環

境との調和を考慮すると、複合公共施設は高層化を避け、圧迫感を与えない配慮が必要とな

ります。

・敷地北側はＪＲ成田線・鹿島線に接しており、騒音・振動に対する配慮が必要となります。

踏切踏切

交差点交差点

車両
出入口
車両
出入口

車両
出入口
車両
出入口

交差点交差点

歩道歩道

計画敷地計画敷地

ＪＲ成田線・鹿島線ＪＲ成田線・鹿島線

香取合同庁舎 (４階 )香取合同庁舎 (４階 )

ホテル (５階 )
( 建設予定 )
ホテル (５階 )
( 建設予定 )

凡例凡例

住宅
（2階）
住宅
（2階）

住宅地
（2・3階）
住宅地

（2・3階）

住宅地
（2・3階）
住宅地

（2・3階）

店舗
（2・3階）
店舗

（2・3階）

店舗
（5階）
店舗
（5階）

（市道 1142 号線）（市道 1142 号線）
西側道路西側道路

（県道 36 号線）（県道 36 号線）
西側道路西側道路

南側道路南側道路
（市道 1010 号線）（市道 1010 号線）

東側道路東側道路
（市道 1021 号線）（市道 1021 号線）

県道 55 号線県道 55 号線

住宅
（2・3階）
住宅

（2・3階）
敷地は線路と隣接している
運行本数は比較的少ないが、
騒音・振動に対して対策が必要である

敷地は線路と隣接している
運行本数は比較的少ないが、
騒音・振動に対して対策が必要である

交差点・踏切から離れた位置に
車両出入口を設ける必要あり
交差点・踏切から離れた位置に
車両出入口を設ける必要あり

車両は一方通行で道路幅員が狭く、
交通量も多いため、歩行者が佐原の
町並みまで訪れるには歩きづらい環境

車両は一方通行で道路幅員が狭く、
交通量も多いため、歩行者が佐原の
町並みまで訪れるには歩きづらい環境

主に高校生の通学路に
使われている歩道
観光客の動線としての
利用も検討要

主に高校生の通学路に
使われている歩道
観光客の動線としての
利用も検討要

住宅と近接しており、
プライバシーへの配慮
が必要

住宅と近接しており、
プライバシーへの配慮
が必要店舗・住宅

（2・3階）
店舗・住宅
（2・3階）

歩行者動線歩行者動線
車両動線車両動線

佐原駅前商店街佐原駅前商店街

NTT
(５階一部塔屋６階 )

NTT
(５階一部塔屋６階 )

事務所
(５階 )
事務所
(５階 )

佐原駅へ佐原駅へ
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佐原の町並みへ佐原の町並みへ

佐原の町並みへ佐原の町並みへ
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■配置計画図　S=1/600

■駐車台数：155 台

　（車いす利用者用駐車場：4台）

　（荷捌き用駐車場：1台）

■駐輪台数：70 台

２. 建築計画

２－１.配置計画

・商店街の正面に「表の庭 ( 多目的広場 )」を介して複合公共施設を配

置します。複合公共施設の中央に商店街と連続する賑わい空間「(仮称)

佐原通り」を設け、その突き当たりに車寄せ・観光案内機能を併せ持

つ「中の庭 (( 仮称）小野川ギャラリー )」、佐原の町並みへと観光客

をいざなう回遊ルート「緑の小道」を設けます。この複合公共施設が

商店街、小野川周辺へと人の流れをつくりだす拠点となります。

（１）商店街・観光地へと賑わいをつなぎ、

　　 まち全体の回遊性を向上させる配置計画

・複合公共施設は 4 階建てのシンプルな形状とし、敷地中央に配置しま

す。商店街側に「表の庭(多目的広場)」、南側に安全な「こどもひろば」、

東側に車寄せ ( 中の庭 )・駐車場を集約した明快なゾーニングとしま

す。住宅地・ＪＲ等、周辺環境との調和を図るとともに、商店街から

利用者を迎え入れるシンボリックな配置計画とします。

（２）周辺環境に配慮したコンパクトな施設配置

（３）駅前拠点施設としての利用しやすいアプローチ計画

・駐車場は利便性に配慮し、北・東側に集約して 155 台配置します。基

本計画で想定していた駐車台数 180 台の確保が困難なことから、今後、

立体駐車場の導入を検討します。

・車両出入口は安全性に配慮し、交差点から 5ｍ以上離隔を確保した上

で最も安全な北西側、及び南側に設けます。

・日常利用の多い車利用者とバリアフリーに配慮し、駐車場側の東玄関

に近接して車いす利用者用駐車場・車寄せを設けます。

・北西側駐車場ゲート前に観光バスの一時停留所を設け、観光客が施設

に立ち寄りやすい計画とします。

・公用車駐車スペースは敷地外にて対応します。

・観光客の安全性に配慮し、今後、南側道路（市道 1010 号線）幅員の

拡幅を検討します。

（４）効率良く利用しやすい駐車場計画

太陽光パネル太陽光パネル太陽光パネル

展望テラス展望テラス展望テラス 音楽テラス音楽テラス音楽テラス

ひな段テラスひな段テラスひな段テラス 4階屋根4階屋根4階屋根

4階屋根4階屋根4階屋根

室外機置場室外機置場室外機置場

室外機置場室外機置場室外機置場

4階屋根4階屋根4階屋根

4階屋根4階屋根4階屋根

道路境界線

道路境界線

道路境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

車両動線

■凡例

歩行者動線

観光者動線

西玄関西玄関西玄関
(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り

表の庭
（多目的広場）

表の庭
（多目的広場）
表の庭

（多目的広場）

ゲートゲートゲート

ゲートゲートゲート

車両
出入口
車両
出入口
車両
出入口

佐原の
町並みへ
佐原の
町並みへ
佐原の
町並みへ

車両メイン
出入口

車両メイン
出入口
車両メイン
出入口

▽ボックスカルバート想定位
置

▽ボックスカルバート想定位
置

▽ボックスカルバート想定位
置

駐輪場70台駐輪場70台駐輪場70台

倉庫棟倉庫棟倉庫棟

バス一時停留所
(3台)

バス一時停留所
(3台)

バス一時停留所
(3台)

歩道歩道歩道

踏切踏切踏切

車両
出入

口不
可範

囲
車両

出入
口不

可範
囲

車両
出入

口不
可範

囲
車両

出入
口不

可範
囲

車両
出入

口不
可範

囲
車両

出入
口不

可範
囲

交差
点か

ら5
ｍの

範囲
交差

点か
ら5
ｍの

範囲
交差

点か
ら5
ｍの

範囲
交差

点か
ら5
ｍの

範囲
交差

点か
ら5
ｍの

範囲
交差

点か
ら5
ｍの

範囲
交差

点か
ら5
ｍの

範囲
交差

点か
ら5
ｍの

範囲
交差

点か
ら5
ｍの

範囲

車いす利用者用駐車場
(2台)

車いす利用者用駐車場
(2台)

車いす利用者用駐車場
(2台)

駐車場 155台
(車いす利用者用駐車場 4台、
荷捌き用駐車場１台含)

駐車場 155台
(車いす利用者用駐車場 4台、
荷捌き用駐車場１台含)

駐車場 155台
(車いす利用者用駐車場 4台、
荷捌き用駐車場１台含)

角の庭・南角の庭・南角の庭・南

角の庭・北角の庭・北角の庭・北

交差点・線路から
5ｍ以上離した
安全な車両出入口

交差点・線路から
5ｍ以上離した
安全な車両出入口

交差点・線路から
5ｍ以上離した
安全な車両出入口

佐原の町並みへ誘導する
歩行者専用通路を計画
佐原の町並みへ誘導する
歩行者専用通路を計画
佐原の町並みへ誘導する
歩行者専用通路を計画

日常利用の多い東玄関側に、
車寄せ機能を併せ持つ
｢中の庭((仮称)小野川ギャラ
リー)」を配置

日常利用の多い東玄関側に、
車寄せ機能を併せ持つ
｢中の庭((仮称)小野川ギャラ
リー)」を配置

日常利用の多い東玄関側に、
車寄せ機能を併せ持つ
｢中の庭((仮称)小野川ギャラ
リー)」を配置

駐車場出入口はボックス
カルバート埋設位置を避
けた計画
不足する土被りに配慮し、
適切な対策を行う

駐車場出入口はボックス
カルバート埋設位置を避
けた計画
不足する土被りに配慮し、
適切な対策を行う

駐車場出入口はボックス
カルバート埋設位置を避
けた計画
不足する土被りに配慮し、
適切な対策を行う

歩車分離した
安全なアプローチ
歩車分離した
安全なアプローチ
歩車分離した
安全なアプローチ

交差点と近接しているため、
車の出入口を設けることが
できない

交差点と近接しているため、
車の出入口を設けることが
できない

交差点と近接しているため、
車の出入口を設けることが
できない

オープンカフェ･朝市など
多用途に使える表の庭
(多目的広場)を施設前面に配置

オープンカフェ･朝市など
多用途に使える表の庭
(多目的広場)を施設前面に配置

オープンカフェ･朝市など
多用途に使える表の庭
(多目的広場)を施設前面に配置

子育て世代支援施設に隣接して、
子ども専用の安全な広場を配置
子育て世代支援施設に隣接して、
子ども専用の安全な広場を配置
子育て世代支援施設に隣接して、
子ども専用の安全な広場を配置

ＪＲ成田線・鹿島線ＪＲ成田線・鹿島線ＪＲ成田線・鹿島線

佐原駅前商店街佐原駅前商店街佐原駅前商店街

発電機の給油口を設置発電機の給油口を設置発電機の給油口を設置荷捌き用駐車場荷捌き用駐車場荷捌き用駐車場

住宅地住宅地住宅地

住宅地住宅地住宅地

市道１０１０号線市道１０１０号線市道１０１０号線

県道３６号線県道３６号線県道３６号線

市道
１１４２号線

市道
１１４２号線
市道

１１４２号線

市道
１０２１号線
市道

１０２１号線
市道

１０２１号線

車両は一方通行車両は一方通行車両は一方通行

車寄せ車寄せ車寄せ

受水槽受水槽受水槽

こどもひろばこどもひろばこどもひろば

車いす利用者用駐車場
(2台)

車いす利用者用駐車場
(2台)

車いす利用者用駐車場
(2台)

東玄関東玄関東玄関

中の庭
((仮称)小野川ギャラリー）

中の庭
((仮称)小野川ギャラリー）

中の庭
((仮称)小野川ギャラリー）

サービス入口サービス入口サービス入口

駐車場からのアクセスは歩車分離をした安全なアプローチ計画とします。

①駅から利用しやすいアクセスの確保

・駅から徒歩のアクセスに対応する「表の庭 ( 多目的広場 )」・西玄関

を配置します。西玄関へのアプローチは歩行者専用とし、 安全性を確

保します。

②日常利用の多い車利用者への配慮

・車利用者に配慮し、東側駐車場からのアクセスの確保と車寄せ機能

を持つ「中の庭 (( 仮称 )小野川ギャラリー )」・東玄関を配置します。

③駅から佐原の町並みへとつなぐ計画～観光客動線への配慮

・１階「( 仮称 ) 佐原通り」を抜けた先に佐原の町並みへと観光客を誘

導する歩行者専用の通路「緑の小道」を設け、歩車分離に配慮した計

画とします。

緑
の
小
道

緑
の
小
道

緑
の
小
道

緑
の
小
道

緑
の
小
道

緑
の
小
道

佐原の
町並みへ
佐原の
町並みへ
佐原の
町並みへ
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（２）動線計画

・階段・水廻りなどのコアと一般諸室を南北面に配置し、建物中央を主動線及び共用

部としたシンプルな平面計画とすることにより、利用者にわかりやすく、移動距離

の短い動線計画とします。

・「(仮称 )佐原通り」の 2層吹抜けに面して、4階まで繋がるオープンな階段 (大階段 )

を設けます。総合案内カウンターから目的の窓口へとルートがわかりやすく、案内

しやすい計画とします。

・施設毎にまとまった断面構成とし、施設固有の機能の充実と独立性を確保、維持管

理も容易な計画とします。

・市内観光の玄関口となる施設として、観光客の立ち寄りやすい 1 階に観光案内施設

を配置します。

・各種イベント利用を想定し、「（仮称）佐原通り」と一体的な利用も可能なイベント

スペース・メディアスペースを 1階に配置します。

・利用者の立ち寄りやすさと避難時の安全性を考慮して、子育て世代支援施設を１階

に配置します。

・図書館は静粛性の保持とアクセスのしやすさに配慮して 2階に配置します。

・交流と活動の要としての「公民館機能・社会福祉関連施設・市民活動支援センター」

事務室は 3階、採光条件の良い南側に集約配置し、連携強化を図ります。

・ものづくりから発表・展示・各種学びのスペースを 3 階に集約配置し、連携が容易

な計画とします。諸室と共用部の一体的な利用も想定した使い勝手のよい配置計画

とします。

・太鼓や電子楽器などを使った音楽活動や講演会・発表会などの音を使う諸室を防音

対策が行いやすい 4 階に集約配置します。また、テーマごとの外部テラスを配置し、

様々なイベントに対応します。

・諸室は西日を避けた南北面に配置し、自然通風・自然採光を取り入れた快適な環境

を確保します。

（１）ゾーニング計画

２-２．平面計画

4 階：公民館機能

・音楽活動・講演会・発表会などに利用す

る諸室を防音対策が容易な最上階に配置

・テーマごとの外部テラスを配置し、様々

なイベントに利用

1 階 ： エントランス ( 「( 仮称 ) 佐原通り」 )       

      ・ 観光案内 ・ 子育て世代支援施設 ・

　　　　 公民館機能

・複合公共施設の中央に「(仮称 )佐原通り」

を配置し、商店街から続く賑わいを連続

させる

・市内観光の玄関口として賑わいに配慮し、

案内機能は「(仮称 )佐原通り」に隣接し

て計画

・立ち寄りやすさ・安全性・採光条件から、

子育て世代支援施設を１階南側に配置

3 階：公民館機能・事務室

・公民館機能・社会福祉関連施設・市民活

動支援センター事務室を集約配置し、連

携強化

・ものづくりから発表・展示・各種学びの

スペースの連携が容易な計画

2 階：図書館

・アクセスしやすく、静かで快適な滞在型

図書館

・1階の「（仮称）佐原通り」・子育て世代

支援施設と視線が繋がる吹抜けを設け、

活動の“見える化”を図る

■複合公共施設断面構成図 ■各階ゾーニング図

図書館
(一般開架)
図書館
(一般開架)
図書館
(一般開架)

図書館
(児童)
図書館
(児童)
図書館
(児童)

公民館機能
（イベントスペース）

公民館機能
（イベントスペース）

公民館機能
（イベントスペース）

共用部
（創作テラス）
共用部

（創作テラス）
共用部

（創作テラス）

展望テラス展望テラス展望テラス

ひな段テラスひな段テラスひな段テラス

公民館機能公民館機能公民館機能

公民館機能公民館機能公民館機能

（学習室）（学習室）（学習室）

(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り

観光
案内
観光
案内
観光
案内

展示
ｽﾍﾟｰｽ
展示
ｽﾍﾟｰｽ
展示
ｽﾍﾟｰｽ 子育て世代支援施設子育て世代支援施設子育て世代支援施設

▽１F▽１F▽１F

▽２F▽２F▽２F

▽３F▽３F▽３F

▽４F▽４F▽４F

▽RF▽RF▽RF ■凡例

観光情報発信施設

共用部

バックエリア（WC・倉庫等）

子育て世代支援施設

( 仮称 ) 佐原通り

公民館機能

公民館機能・社会福祉関連施設

市民活動支援センター事務室

図書館

ＥＶ

階段

佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　　
株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

２-２. 平面計画 A-02

（多目的ホール）（多目的ホール）（多目的ホール）
共用部

（ホワイエ）
共用部

（ホワイエ）
共用部

（ホワイエ）

事務室事務室事務室

１階１階１階

２階２階２階

３階３階３階

４階４階４階

子育て世代支援施設子育て世代支援施設子育て世代支援施設

表の庭
（多目的広場）

表の庭
（多目的広場）
表の庭

（多目的広場）

西側道路西側道路西側道路

図書館図書館図書館

展示・活動テラス展示・活動テラス展示・活動テラス

創作
テラス
創作
テラス
創作
テラス

和室和室和室

学習室学習室学習室

研修室研修室研修室

研修室研修室研修室
(創作室)(創作室)(創作室)

研修室研修室研修室

研修室研修室研修室

多目的ホール多目的ホール多目的ホール

ホワイエホワイエホワイエ

音楽テラス音楽テラス音楽テラス

音楽練習室音楽練習室音楽練習室
音楽練習室音楽練習室音楽練習室

音楽練習室音楽練習室音楽練習室
調理室調理室調理室

試食テラス試食テラス試食テラス

ひな段テラスひな段テラスひな段テラス

展望テラス展望テラス展望テラス

事務室
(公民館機能・社会福祉関連施設・市民活動支援センター)

事務室
(公民館機能・社会福祉関連施設・市民活動支援センター)

事務室
(公民館機能・社会福祉関連施設・市民活動支援センター)

(児童)(児童)(児童)

観光案内観光案内観光案内

総合案内カウンター総合案内カウンター総合案内カウンター

(事務室)(事務室)(事務室)

(郷土資料)(郷土資料)(郷土資料)
(一般開架)(一般開架)(一般開架)

吹抜吹抜吹抜 吹抜吹抜吹抜

住宅地住宅地住宅地

住宅地住宅地住宅地

車寄せ車寄せ車寄せ

車いす利用者用
駐車場(2台)
車いす利用者用
駐車場(2台)
車いす利用者用
駐車場(2台)

車いす利用者用
駐車場(2台)
車いす利用者用
駐車場(2台)
車いす利用者用
駐車場(2台)

倉庫棟倉庫棟倉庫棟

(仮称)
佐原通り
(仮称)
佐原通り
(仮称)
佐原通り

中の庭
(仮称)小野川
ギャラリー

中の庭
(仮称)小野川
ギャラリー

中の庭
(仮称)小野川
ギャラリー

西玄関西玄関西玄関

東玄関東玄関東玄関

イベントスペース
(公民館機能)

イベントスペース
(公民館機能)

イベントスペース
(公民館機能)

佐原駅前商店街佐原駅前商店街佐原駅前商店街

メディア
スペース
(公民館機能)

メディア
スペース
(公民館機能)

メディア
スペース
(公民館機能)



佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　　
株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

A-03２-２. 平面計画

EVEV

EVEV

機械室機械室自販機
ロッカー
自販機
ロッカー

事務室事務室

観光案内
カウンター
観光案内
カウンター

ベビーカー
置場

ベビーカー
置場

事務室事務室

倉庫倉庫倉庫倉庫

カフェ･フリースペースカフェ･フリースペース

観光情報
スペース
観光情報
スペース

物販
スペース
物販

スペース総合案内
カウンター
総合案内
カウンター

展示
スペース
展示

スペース
展示

スペース
展示

スペース

相談相談

静養静養

幼児WC幼児WC

授乳室授乳室

更衣更衣
更衣更衣

更衣更衣

上足上足

下足下足 下足箱下足箱

手洗い・足洗い手洗い・足洗い
下足箱下足箱

調理冷蔵調理冷蔵

UPUP

UPUP

屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

管理室管理室

倉庫倉庫

WC(W)WC(W)

WC(W)WC(W)

HWCHWC

WC(M)WC(M)

WC(M)WC(M)

機械室機械室

駐輪場駐輪場

駐車場駐車場 駐車場駐車場
荷捌き用荷捌き用

（多目的広場）（多目的広場）
表の庭表の庭

こどもひろばこどもひろば

ゴミ置場ゴミ置場備蓄倉庫備蓄倉庫 倉庫倉庫
（社会福祉）（社会福祉）

PSPS

キッズ
ルーム
キッズ
ルーム 遊戯室遊戯室

集会室集会室

イベント
スペース
イベント
スペース

メディア
スペース
メディア
スペース

子育て世代支援施設の配置イメージ

（仮称）佐原通りの使われ方イメージ

（仮称）佐原通りイメージ

子育て世代支援施設

キッズ
ルーム

(仮称)佐原通りから

こどもひろばから

屋内多目的広場

集会室

遊戯室

こどもひろば

事務室

（３）各施設計画

①エントランスホール：「( 仮称 )佐原通り」～観光機能とまち全体の回遊性の向上

②観光情報発信施設

③子育て世代支援施設

表
の
庭

表
の
庭

(

多
目
的
広
場)

(

多
目
的
広
場)

展示スペース展示スペース

倉庫倉庫
PSPS

イベント
スペース
イベント
スペース

メディア
スペース
メディア
スペース

(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り

観光情報スペース観光情報スペース

観光案内
カウンター
観光案内
カウンター カフェ・フリースペースカフェ・フリースペース物販

スペース
物販
スペース

EVEV

EVEV

PSPS

事務室事務室更衣更衣

倉庫倉庫 倉庫倉庫
屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

管理管理

WCWC
機械機械

HWCHWC

自販・
ロッカー
自販・
ロッカー

キ ズキ ズ

集会室集会室

帰りにお土産を買う帰りにお土産を買う

公民館機能の貸室として利用公民館機能の貸室として利用

展示スペース（公民館機能）展示スペース（公民館機能） パンフを持って佐原の町並みへパンフを持って佐原の町並みへ

緑の小道緑の小道

通常利用

表
の
庭

表
の
庭

(

多
目
的
広
場)
(

多
目
的
広
場)

イベント
スペース
イベント
スペース

メディア
スペース
メディア
スペース

(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り

倉庫倉庫

観光案内
カウンター
観光案内
カウンター

観光情報スペース観光情報スペース

物販
スペース
物販
スペース

カフェ・フリースペースカフェ・フリースペース

EVEV

EVEV

PSPS

事務室事務室更衣更衣

倉庫倉庫 倉庫倉庫
屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

管理管理

WCWC
機械機械

HWCHWC

自販・
ロッカー
自販・
ロッカー

キ ズキ ズ

集会室集会室
帰りにお土産を買う帰りにお土産を買う

倉庫倉庫パンフを持って佐原の町並みへパンフを持って佐原の町並みへ

緑の小道緑の小道

情報発信スペースに転換情報発信スペースに転換

ロビーコンサート・
フリーマーケットの開催
ロビーコンサート・
フリーマーケットの開催

イベント時利用

■凡例

観光情報発信施設

子育て世代支援施設

公民館機能

公民館機能・社会福祉関連施設・

市民活動支援センター事務室

図書館

共用部

バックエリア
（ＷＣ・倉庫等）

(仮称 )佐原通り

・観光バスや鉄道からのアクセスにおいて、商店

街を抜けた立地を活かし、1階の施設中央に通り

を設けることで、この施設を町並み観光の起点

として位置づけます。

・「(仮称 )佐原通り」は、観光案内と展示スペー

スが点在した通りとして機能し、イベント時に

は、メディアスペースやイベントスペースと一

体的に利用することにより、観光情報発信やロ

ビーコンサ－ト・フリーマーケットまで多目的に

利用可能な計画とします。

・「(仮称 )佐原通り」及び「表の庭 (多目的広場 )」

に照明・電源用のイベント盤 (コンセント盤：

20Ａのコンセント 6個程度 )を設置し、様々な

イベントに対応可能な計画とします。

・施設の 1～ 4階を繋ぐ大階段付近に総合案内を

設置することで施設案内しやすい計画とします。

・自販機・施設全体の共用ロッカーを総合案内に

近接して配置します。

・1階「（仮称）佐原通り」に観光案内施設を設けることで利用者が立ち寄りやすい計画とします。

・軽飲食程度のカフェや香取市の名産などの物販スペースを設けます。

・子育て世代支援施設を見渡せる位置にカフェ・フリースペースを設けることで、子どもを見な

がらの飲食が可能です。

・香取市の観光情報パンフレット置場・常設の展示スペース・デジタルサイネージを設け、市の

情報等を発信します。

・駐輪場に 20 台程度のレンタサイクル置場を設けます。

・ベビーカーの利用、災害時の避難のしやすさ、採光条件に配慮し、1階南側に

配置します。

・子連れでも安全で立ち寄りやすく、明るく開放的な計画とします。

・屋内多目的広場に面して明るく安全な子ども専用の広場（こどもひろば）を南

側に設置します。

・「(仮称 )佐原通り」に面して施設の出入口を設け、下足入・ベビーカー置場を

隣接して配置します。

・キッズルームに隣接して授乳室・幼児用トイレを設置し、キッズルーム・廊下

双方からのアクセスを可能にすることで、利便性の良い計画とします。

西玄関

イベントスペース・メデ
ィアスペースを１階に配
置し、様々なイベントに
利用

イベントスペース・メデ
ィアスペースを１階に配
置し、様々なイベントに
利用

イベントスペース・メデ
ィアスペースを１階に配
置し、様々なイベントに
利用

観光パンフレット・常設展示・
デジタルサイネージを設置
観光パンフレット・常設展示・
デジタルサイネージを設置
観光パンフレット・常設展示・
デジタルサイネージを設置

自動扉自動扉自動扉自動扉

自動扉自動扉自動扉自動扉

自動扉自動扉自動扉自動扉

自由に飲食可能なスペースを
子育て世代支援施設に隣接配置
することで子どもを見ながらの
飲食が可能

自由に飲食可能なスペースを
子育て世代支援施設に隣接配置
することで子どもを見ながらの
飲食が可能

自由に飲食可能なスペースを
子育て世代支援施設に隣接配置
することで子どもを見ながらの
飲食が可能

明るく安全な子ども専用広場を南側に設置明るく安全な子ども専用広場を南側に設置明るく安全な子ども専用広場を南側に設置静養室は事務室
に隣接して配置
静養室は事務室
に隣接して配置
静養室は事務室
に隣接して配置

授乳室・幼児用WCは
キッズルーム・廊下から
アクセスできる計画

授乳室・幼児用WCは
キッズルーム・廊下から
アクセスできる計画

授乳室・幼児用WCは
キッズルーム・廊下から
アクセスできる計画

施設の1～4Fをつなぐ
大階段に隣接して総合
案内を設置

施設の1～4Fをつなぐ
大階段に隣接して総合
案内を設置

施設の1～4Fをつなぐ
大階段に隣接して総合
案内を設置

山車の搬出入も
可能な扉を設置
山車の搬出入も
可能な扉を設置
山車の搬出入も
可能な扉を設置

イベント盤イベント盤イベント盤イベント盤

イベント盤イベント盤イベント盤イベント盤

（コンセント盤：20Ａ
のコンセント6個程度）
（コンセント盤：20Ａ
のコンセント6個程度）
（コンセント盤：20Ａ
のコンセント6個程度）

表の庭（多目的広場）に隣接
して配置することで、施設利
用者の使いやすい配置となる

表の庭（多目的広場）に隣接
して配置することで、施設利
用者の使いやすい配置となる

表の庭（多目的広場）に隣接
して配置することで、施設利
用者の使いやすい配置となる

こどもひろば側入口

子育て入口

サービス入口

東玄関

自動扉自動扉自動扉自動扉

移動間仕切り
（展示パネル）
移動間仕切り
（展示パネル）
移動間仕切り
（展示パネル）

移動間仕切り移動間仕切り移動間仕切り

図書館の時間外
返却ポスト（備品）
の設置

図書館の時間外
返却ポスト（備品）
の設置

図書館の時間外
返却ポスト（備品）
の設置

レンタサイクル２０台を配置レンタサイクル２０台を配置レンタサイクル２０台を配置

屋根付搬入用駐車場を配置
（W4.0ｍ×D6.0ｍ×H4.0ｍ）
屋根付搬入用駐車場を配置
（W4.0ｍ×D6.0ｍ×H4.0ｍ）
屋根付搬入用駐車場を配置
（W4.0ｍ×D6.0ｍ×H4.0ｍ）

■１階計画図　S=1/400

NN

(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り
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A-04２-２. 平面計画

  香取市読書施設の中核館として、滞在型図書館の実現

・充実した資料・設備・施設を確保し、気分や目的によって選べる様々

な形態・環境の閲覧スペースを設けます。

・一般開架 (一般書・くらし・文庫・新書・参考図書 )　：約 67,000 冊

  児童　　(ものがたり・ちしき・えほん・かみしばい )：約 20,000 冊

  閉架・郷土資料　　　　　　　　　　　　   　 　　　  　　　　　  

  の規模の充実した資料を持つ図書館とします。

 　※新聞・雑誌・AV・香取コーナーを除く

　 ※図面の収蔵図書数は、一般書・児童書を貸出率 20％として算出

・閲覧席約 60 席を確保します。

  郷土の歴史や文化を発信する

・香取市の歴史や文化に特化したスペースを設置し、市内外に発信しま

す。

子育てを支援する図書館づくり

・年齢ごとのゾーニングにより、音環境に配慮した計画とします。

・低年齢児ゾーンでは、親子で気兼ねなく利用できる環境をつくります。

・高年齢児ゾーンでは、吹抜けを介して１階子育て世代支援施設と繋が

り一体感のある閲覧・学習スペースをつくります。　

④図書館

：約 50,000 冊

■図書館計画の考え方

■開架室・各室計画

2階エントランスを入ってすぐの印象を楽しく

・東・西出入口の両方からアクセスしやすい位置に、お勧め本の展示や香取市の歴史や文化を発信する「香取コー

ナー」を計画します。

・「香取コーナー」に近接して「新聞・雑誌・AV コーナー」を配置します。雑誌や新聞の表紙をみせる雑誌架を

設置し、利用者が気軽に訪れやすい雰囲気をつくります。

・時間外返却用のブックポストを１階東玄関に設置します。

レファレンスエリア

・東・西出入口の両方から近接する位置にレファレンス用サービスデスクを配置します。利用者動線上に配置す

ることで図書館員にとっても動きが把握しやすく、作業スペース・閉架書庫・郷土資料にもアクセスしやすい

計画です。

・レファレンスデスクは「参考図書」に近接した配置とし、利用者へのサービスが行いやすい計画とします。

児童開架エリア

・一般書架から一番遠い児童ゾーンの奥に低年齢児の利用が多い「えほん」「かみしばい」を配置し、手前に子

どもが読み物・学習を行う「ものがたり」「ちしき」を設けることで、音環境に配慮した計画とします。「えほ

ん」「かみしばい」にはお話し室・プレイコーナーを併設することで低年齢児が楽しく本を広げて読めるスペー

スを計画します。

・親子トイレ・授乳室を設置し、子育て世代にやさしい計画とします。

郷土資料・参考図書

・「香取コーナー」に近接して「郷土資料」「参考図書」を配置することで、郷土資料の展示が行いやすい計画と

します。

・郷土資料は間仕切りをガラスとし見える化を図るとともに、レファレンスカウンターに近接して配置し、セキ

リティに配慮した計画とします。

■什器計画

書架計画の考え方

・書架は過不足のない種類・数量を設定するとともに、全体の統一感をもたせながら可変性のあるシステムを構築し、利

用者にわかりやすく、運営もしやすい計画とします。

・書架は、一般書架は低書架（4段・5段）を基本とし、壁面書架は高書架（6段）を配置します。児童書架は「かみしばい」「えほん」

は低書架（2段）とし、他の児童書架も低書架（4段）の計画です。 

・書架構造は温かみがあり、加工が容易な木製を基本とします。

図書館家具の考え方

・サービスデスク・レファレンスデスク・記載台・閲覧・読書用デスク・椅子を運営方針に従い適材適所に配置します。

・コストバランス・耐久性・デザイン性に優れた良品を選定・提案し、統一感とあたたかみがあるデザインとします。

その他

・BDS( ブックディテクションシステム：セキュリティシステム ) 機器・OPAC( オパック：利用者に供されるオンライン蔵

書目録 )・自動貸出機の設置・本の IC タグ化の将来対応に配慮した計画とします。

香取コーナーを中心に緩やかに繋がる

体系的配架と部門構成

新聞
雑誌
AV

香取市の歴史・文化を発信

西出入口
から

東出入口
から

動 静

郷土
参考

読書
サロン

読書
サロン
（飲食）

一般開架

児童

お話し室
プレイ

機能構成と配置イメージ

サービスサービス

参考図書

事務室
閉架書庫

香取
コーナー

（郷土の歴史
・文化）

お話し室お話し室お話し室

一体利用一体利用

線視線視線視線視線視視視

近接近接

プレイ
コーナー
プレイ
コーナー
プレイ
コーナー

親子
ＷＣ
親子
ＷＣ
親子
ＷＣ

ＷＣＷＣＷＣ ＷＣＷＣＷＣ

ＥＶＥＶＥＶ

ＥＶＥＶＥＶ

事務
スペース
事務
スペース
事務
スペース

自動扉自動扉自動扉
西出入口西出入口西出入口

東出入口東出入口東出入口
自動扉自動扉自動扉

掲示掲示掲示

掲示掲示掲示

児童の
学習スペース
児童の

学習スペース
児童の

学習スペース

記載台記載台記載台

自販機自販機自販機

コピーコピーコピー

（新着本）（新着本）（新着本）

（展示架）（展示架）（展示架）

（新聞）（新聞）（新聞）
（雑誌）（雑誌）（雑誌）

（視聴デスク）（視聴デスク）（視聴デスク）

（DVD/CD）（DVD/CD）（DVD/CD）

（かみしばい）（かみしばい）（かみしばい）

紙芝居架イメージ紙芝居架イメージ紙芝居架イメージ

読書サロン（飲食）
イメージ

読書サロン（飲食）
イメージ

読書サロン（飲食）
イメージ

児童書架イメージ児童書架イメージ児童書架イメージ絵本書架イメージ絵本書架イメージ絵本書架イメージ

書架イメージ（文庫本）書架イメージ（文庫本）書架イメージ（文庫本）書架イメージ（壁付）書架イメージ（壁付）書架イメージ（壁付）書架イメージ（一般）書架イメージ（一般）書架イメージ（一般） 　　　　雑誌架イメージ　　　　雑誌架イメージ　　　　雑誌架イメージ

展示架イメージ展示架イメージ展示架イメージ

（えほん）（えほん）（えほん）

（ものがたり・ちしき）（ものがたり・ちしき）（ものがたり・ちしき）

（くらし・文庫・新書）（くらし・文庫・新書）（くらし・文庫・新書）

15誌50タイトル15誌50タイトル15誌50タイトル

1650タイトル1650タイトル1650タイトル

50,500冊50,500冊50,500冊 14,500冊14,500冊14,500冊

12,600冊12,600冊12,600冊
20,000冊20,000冊20,000冊7,000冊7,000冊7,000冊

400冊400冊400冊

40,000冊40,000冊40,000冊

2,000冊2,000冊2,000冊

10,000冊10,000冊10,000冊

（YA）（YA）（YA）

（郷土の歴史・文化）（郷土の歴史・文化）（郷土の歴史・文化）

＜児童＞＜児童＞＜児童＞

＜香取コーナー＞＜香取コーナー＞＜香取コーナー＞

＜郷土資料＞＜郷土資料＞＜郷土資料＞

＜新聞・雑誌・AV＞＜新聞・雑誌・AV＞＜新聞・雑誌・AV＞
＜読書サロン（飲食）＞＜読書サロン（飲食）＞＜読書サロン（飲食）＞

＜読書サロン＞＜読書サロン＞＜読書サロン＞
＜一般開架＞＜一般開架＞＜一般開架＞

閉架書庫閉架書庫閉架書庫

応接室応接室応接室会議
スペース
会議
スペース
会議
スペース

事務室事務室事務室

機械室機械室機械室

吹抜吹抜吹抜
(下階子育て世代支援施設)(下階子育て世代支援施設)(下階子育て世代支援施設)

サービス
デスク
サービス
デスク
サービス
デスク

レファレンス
デスク

レファレンス
デスク

レファレンス
デスク

＜参考図書＞＜参考図書＞＜参考図書＞
授乳室授乳室授乳室

調乳室調乳室調乳室

「郷土資料」は間仕切りを
ガラスとし、見える化を図る

掲示スペースを
配置し、子ども
向けのにぎやか
な展示が可能

お話し室とプレ
イコーナーは
オープンな設え
とし、人数の多
い読み聞かせ時
などに一体的利
用が可能

１階子育て世代
支援施設の屋内
多目的広場に視線
が繋がる学習ス
ペース

吹抜けに面した
閲覧カウンター

落ち着いて読
書ができる閲
覧コーナー

飲食可能な吹抜け
を望む新聞・雑誌
閲覧スペース

2つの玄関からア
クセスしやすい位
置に新聞・雑誌・
AVコ－ナーを配置

最も利用者が手
に取る文庫やく
らし・趣味など
の本を一番手前
にまとめて配置

閉架書庫と郷土
資料で50,000冊
以上の収容冊数

奥まったデスク
で落ち着いて調
べ物ができるス
ペース

郷土・参考図書
と近接して、レ
ファレンスデス
クを配置した、
サービスしやす
い計画

5段5段5段

4段4段4段

4段4段4段

4段4段4段

4段4段4段

4段4段4段

6段6段6段

6段6段6段6段6段6段4段4段4段

2段2段2段

2段2段2段

6段6段6段

■２階計画図　S=1/300
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A-05２-２. 平面計画

EVEV

倉庫倉庫

倉庫倉庫

UPUP

UPUP

ふれあい
ステーション
ふれあい
ステーション

倉庫倉庫

倉庫倉庫

サーバーサーバー

水屋水屋

倉庫倉庫

準備室準備室 UPUPDNDN

事務室
（市民活動）
事務室

（市民活動）
事務室

（公民館機能）
事務室

（公民館機能）
事務室

（社会福祉）
事務室

（社会福祉）

ボランティア活動室ボランティア活動室

ヘルパー
控室

ヘルパー
控室

更衣更衣
更衣更衣

相談相談

相談相談

相談相談
和室和室

（８畳）（８畳）

（12畳）（12畳）

（12畳）（12畳）

EVEV

PSPS研修室研修室研修室研修室学習室学習室

倉庫倉庫

展示・
活動テラス
展示・
活動テラス印刷

ロッカー
印刷
ロッカー

研修室研修室 研修室研修室

WC(W)WC(W)
HWCHWC

WC(M)WC(M)

研修室
（創作室）
研修室

（創作室）

EVEV

EVEV

多目的ホール
（256席）
多目的ホール
（256席）

室外機置場室外機置場

控室控室

音楽テラス音楽テラス

ホワイエホワイエ

UPUP

UPUP

DNDN

調理室調理室 準備室準備室

展望テラス展望テラス

ひな段テラスひな段テラス

倉庫倉庫

機械室機械室

音楽
練習室
音楽
練習室

音楽
練習室
音楽
練習室 音楽

練習室
音楽
練習室

倉庫倉庫

PSPS
WC(W)WC(W) HWCHWC

WC(M)WC(M)

試食
テラス
試食
テラス

EVEV

EVEV

観光案内
カウンター
観光案内
カウンター

ベビ カベビ カ

カフェ･フリースペースカフェ･フリースペース

観光情報
スペース
観光情報
スペース

物販
スペース
物販

スペース総合案内
カウンター
総合案内
カウンター

展示
スペース
展示

スペース
展示

スペース
展示

スペース

更衣更衣 調理冷蔵調理冷蔵

管理室管理室

倉庫倉庫

WC(W)WC(W)
HWCHWC

WC(M)WC(M)

機械室機械室

駐輪場駐輪場

駐車場駐車場 駐車場駐車場
荷捌き用荷捌き用

ゴミ置場ゴミ置場備蓄倉庫備蓄倉庫 倉庫倉庫
（社会福祉）（社会福祉）

PSPS
イベント
スペース
イベント
スペース

メディア
スペース
メディア
スペース

⑤公民館機能

■公民館機能計画の考え方

・公民館機能は「(仮称 )佐原通り」でのイベント利用に配慮し、多目的に利用可能なイベントスペース・メディ

アスペースを 1階に配置、その他諸室を 3・4階にまとめて配置します。

・3階に研修室や学習室等の学びの部屋を配置、4階には音楽活動などが可能な多目的ホールや音楽練習室を

集約配置し、機能に応じた連携が容易な計画とします。

・各室に隣接した外部テラスや共用スペースを設けることで、各諸室と一体的な利用を可能にし、多様な活動

を促します。

イベントスペース

・各種講演会・展示・イベント・研修利用など多目的に利用可能な計画とします。

・「（仮称）佐原通り」と一体的な利用を考慮し、天井高さ 3.3ｍを確保します。

・展示パネルとしても利用可能な移動間仕切り (防音仕様 ) を設置することで、部屋の分割利用も可能な計画

とします。

・ライティングレールを設置し、照明を自由に配置することが可能な計画とします。

メディアスペース

・「（仮称）佐原通り」と一体的な利用を考慮し、天井高さ 3.3ｍを確保します。

・スクリーン・プロジェクターを使用した会議・研修などに利用可能な計画とします。

　・ピアノを設置し、声楽練習なども行える計画とします。

学習室

　・学生の勉強などに利用できる学習室を 3階に設置します。図書館とは別フロアに配置することで、まとまっ

　　た学習スペースを確保するとともに、図書館閉館後 (17:00 以降 )も利用可能な計画とします。

■公民館機能・社会福祉関連施設・市民活動支援センター事務室の考え方

・公民館機能・社会福祉関連施設・市民活動支援センターの事務室は 3階の南側に集約配置し、コミュニティー

活動への連携した支援が容易な計画とします。

・事務室前に配置した展示・活動テラスは市民活動の作業スペースや、各事務室からの情報発信スペースとし

ても利用可能です。

(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り

展示・研修利用展示・研修利用展示・研修利用

イベント時には、
（仮称）佐原通り
の一部を利用した
一体的な利用も可能

イベント時には、
（仮称）佐原通り
の一部を利用した
一体的な利用も可能

イベント時には、
（仮称）佐原通り
の一部を利用した
一体的な利用も可能

スクリーン・プロジェクター
を使用した会議・研修に利用
スクリーン・プロジェクター
を使用した会議・研修に利用
スクリーン・プロジェクター
を使用した会議・研修に利用

■１階計画図　S=1/400

■４階計画図　S=1/400

■３階計画図　S=1/400

NN

階段状の休憩スペース階段状の休憩スペース階段状の休憩スペース
眺望のよい外部テラス
調理室との一体利用が可能
眺望のよい外部テラス
調理室との一体利用が可能
眺望のよい外部テラス
調理室との一体利用が可能

市民活動のための
印刷・ロッカー室
市民活動のための
印刷・ロッカー室
市民活動のための
印刷・ロッカー室

移動間仕切りを設置
し、研修室としても
利用可能

移動間仕切りを設置
し、研修室としても
利用可能

移動間仕切りを設置
し、研修室としても
利用可能

移動間仕切りを開けば
大きな1室の研修室として利用可能
移動間仕切りを開けば
大きな1室の研修室として利用可能
移動間仕切りを開けば
大きな1室の研修室として利用可能

（７８席）

テラスは音楽練習の合間
の休憩スペースに利用
テラスは音楽練習の合間
の休憩スペースに利用
テラスは音楽練習の合間
の休憩スペースに利用

研修室と展示・活動テラス
の一体利用が可能
研修室と展示・活動テラス
の一体利用が可能
研修室と展示・活動テラス
の一体利用が可能

各事務室を集約配置各事務室を集約配置各事務室を集約配置社会福祉事務室に
近接して配置
社会福祉事務室に
近接して配置
社会福祉事務室に
近接して配置

創作室としても使用可能な
水廻り付研修室
創作室としても使用可能な
水廻り付研修室
創作室としても使用可能な
水廻り付研修室

市民活動の作業スペースや
各事務室からの情報発信
スペースに利用

市民活動の作業スペースや
各事務室からの情報発信
スペースに利用

市民活動の作業スペースや
各事務室からの情報発信
スペースに利用

トップライトにより
採光を確保
トップライトにより
採光を確保
トップライトにより
採光を確保

多目的ホールと
テラスの一体利用
（展示等の多様な
イベントに利用）

多目的ホールと
テラスの一体利用
（展示等の多様な
イベントに利用）

多目的ホールと
テラスの一体利用
（展示等の多様な
イベントに利用）

学生の勉強等に利用。
机は一般的なサイズ
(机：Ｗ900mm×
Ｄ750mm)を想定し、
７８席を計画

学生の勉強等に利用。
机は一般的なサイズ
(机：Ｗ900mm×
Ｄ750mm)を想定し、
７８席を計画

学生の勉強等に利用。
机は一般的なサイズ
(机：Ｗ900mm×
Ｄ750mm)を想定し、
７８席を計画

創作室と創作テラス
の一体利用
創作室と創作テラス
の一体利用
創作室と創作テラス
の一体利用

創作
テラス
創作
テラス
創作
テラス
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A-06２-２. 平面計画

多目的ホール
（２５６席）
多目的ホール
（２５６席）

移動観覧
席収納
移動観覧
席収納

廊下廊下 控室控室

倉庫倉庫

機械室機械室

ホワイエホワイエ

展望テラス展望テラス
EVEV

多目的ホール
（２５６席）
多目的ホール
（２５６席）

廊下廊下 控室控室

倉庫倉庫

機械室機械室

ホワイエホワイエ

EVEV

多目的ホール多目的ホール 廊下廊下

ホワイエホワイエ

EVEV

移動観覧
席収納
移動観覧
席収納

控室控室

倉庫倉庫

機械室機械室

覧覧覧

多目的ホール
（２５６席）
多目的ホール
（２５６席）移動観覧移動観覧

席収納席収納

多目的ホール多目的ホール
移動観覧移動観覧
席収納席収納

■多目的ホールの考え方

・文化・芸術活動の練習・発表・展示会場等として利用可能な計画とします。

・室内騒音レベルはＮＣ-30 を目安とします。(音楽練習室はＮＣ-35 を目安とします。)

・壁・床は浮き遮音構造とし、天井はＲＣスラブとし、遮音性能Ｄ－65 ～ 75 を目安とします。

・周辺施設である香取市佐原文化会館 (726 席 ) や他の公共施設の状況等を考慮し、客席

数は 250 席程度とします。

・移動観覧席の収納時には平土間にもなるため、多目的ホール全体を利用したダンス練習

や展示にも利用可能です。

・舞台側に電動スクリーン及び吊バトン（2本）を設置し、照明・背景幕等の利用に対応します。

※ＮＣ値：室内騒音レベル

　Beranek 氏により米国で提唱された定常的な発生騒音に対する騒音基準。値が小さいほど高性能。

　ＮＣ-30：非常に静か

　ＮＣ-35：静か

※Ｄ値：遮音等級

　隣の部屋との音圧レベルの差。値が大きいほど高性能。

　Ｄ－65 ～ 75：音楽ホール等に使用される遮音性能

■４階計画図　S=1/300

①客席利用時：講演会利用等を想定①客席利用時：講演会利用等を想定①客席利用時：講演会利用等を想定

屋外階段は客席展開時の
ホール上部からの避難に利用
屋外階段は客席展開時の
ホール上部からの避難に利用
屋外階段は客席展開時の
ホール上部からの避難に利用

断面図　S=1/300断面図　S=1/300断面図　S=1/300

②客席収納時（平土間利用）：ダンス・展示利用等を想定②客席収納時（平土間利用）：ダンス・展示利用等を想定②客席収納時（平土間利用）：ダンス・展示利用等を想定

平面図　S=1/300平面図　S=1/300平面図　S=1/300

断面図　S=1/300断面図　S=1/300断面図　S=1/300 平面図　S=1/300平面図　S=1/300平面図　S=1/300

利用形態に応じて転換利用形態に応じて転換利用形態に応じて転換

多目的ホール関連備品を収納多目的ホール関連備品を収納多目的ホール関連備品を収納

平土間とし、客席部・ステージ部
全体を使うことも可能
平土間とし、客席部・ステージ部
全体を使うことも可能
平土間とし、客席部・ステージ部
全体を使うことも可能

客室数に応じてスタッキング
チェアを配置
客室数に応じてスタッキング
チェアを配置
客室数に応じてスタッキング
チェアを配置

RCスラブRCスラブRCスラブ

RCスラブRCスラブRCスラブ

移動観覧席（Ｗ=500mm、Ｄ=950mm）移動観覧席（Ｗ=500mm、Ｄ=950mm）
とし、段の高さは200mmで設定とし、段の高さは200mmで設定
移動観覧席（Ｗ=500mm、Ｄ=950mm）
とし、段の高さは200mmで設定
移動観覧席（Ｗ=500mm、Ｄ=950mm）
とし、段の高さは200mmで設定

講師控室として利用講師控室として利用講師控室として利用

約
10
ｍ

約
10
ｍ

約
10
ｍ

約4ｍ約4ｍ約4ｍ 約
10
ｍ

約
10
ｍ

約
10
ｍ

約18ｍ約18ｍ約18ｍ
4ｍ4ｍ4ｍ

ステージ
スペース
ステージ
スペース
ステージ
スペース

ステージ
スペース
ステージ
スペース
ステージ
スペース席席席席席席

ーー

4ｍ4ｍ4ｍ

2.5ｍ2.5ｍ2.5ｍ

2.5ｍ2.5ｍ2.5ｍ
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２-３. 断面計画 A-07

・柱、梁による鉄骨ラーメン構造とし、各用途に応じた適正な天井高を確保す

る計画とします。

・音楽活動等を想定した諸室である多目的ホールと音楽練習室を最上階へまと

めて配置し、壁を 2 重壁、床を浮き遮音構造とすることで、遮音性に配慮し

た計画とします。

・多目的ホールの床スラブは、多目的利用時の下階への振動に配慮し、適切な

スラブ厚 (180mm) とします。

・多目的ホールの天井は鉄骨材に直止めとし、天井落下防止対策を行います。

・浸水被害への配慮から、高圧受変電設備・発電機は倉庫棟上、空調室外機等は、

4階及び 4階屋上に設置します。

・勾配屋根は 5/100 以上とし軒先に軒樋を設けることで、適切に雨水を排水し

ます。また、適切な位置に雪止めを設置します。

 主要諸室の天井高さについては、以下の通り設定します。

・（仮称）佐原通り：CH＝3,300( 明るく開放的な空間を確保 )

・図書館：CH＝3,300( 書架高さの約 2倍を確保 )

・子育て世代支援施設

屋内多目的広場・遊戯室：CH＝3,000( 事例・ヒアリングによる )

・公民館機能

研修室：CH＝2,700( 事例・ヒアリングによる )

イベントスペース：CH＝3,300(「( 仮称 )佐原通り」との連続性に配慮 )

多目的ホール ： CH＝4,000～5,000( 移動観覧席の最上部から CH＝2.5ｍ確保 )

・WC・その他バックエリア：CH＝2,600

（１）断面計画の考え方

（２）階高設定

２－３．断面計画

浮き遮音構造とすることで、
下階への遮音性能に配慮
浮き遮音構造とすることで、
下階への遮音性能に配慮
浮き遮音構造とすることで、
下階への遮音性能に配慮

天井をＲＣスラブとすることで音を
出す諸室の遮音性に配慮
天井をＲＣスラブとすることで音を
出す諸室の遮音性に配慮
天井をＲＣスラブとすることで音を
出す諸室の遮音性に配慮

雪止め設置雪止め設置雪止め設置

吹抜けに面した読書サロン吹抜けに面した読書サロン吹抜けに面した読書サロン

室外機置場の目隠しとなるよう
勾配屋根の高さを確保
室外機置場の目隠しとなるよう
勾配屋根の高さを確保
室外機置場の目隠しとなるよう
勾配屋根の高さを確保

軒樋にて雨水排水軒樋にて雨水排水軒樋にて雨水排水

２層吹抜けのエントランスホールと
オープンな階段による分かりやすい動線に配慮
２層吹抜けのエントランスホールと
オープンな階段による分かりやすい動線に配慮
２層吹抜けのエントランスホールと
オープンな階段による分かりやすい動線に配慮

事務室は、基準天井高さ
を確保する
事務室は、基準天井高さ
を確保する
事務室は、基準天井高さ
を確保する

公民館機能諸室は、基準天井
高さを確保する
公民館機能諸室は、基準天井
高さを確保する
公民館機能諸室は、基準天井
高さを確保する

４ｍ４ｍ４ｍ

図書館の天井高さは、
書架高さの約2倍を確保
図書館の天井高さは、
書架高さの約2倍を確保
図書館の天井高さは、
書架高さの約2倍を確保

一部吹抜けを設けることで
明るく開放的な広場を確保
一部吹抜けを設けることで
明るく開放的な広場を確保
一部吹抜けを設けることで
明るく開放的な広場を確保 移動間仕切り移動間仕切り移動間仕切り

図書館児童書架スペース
の“見える化”を図る
図書館児童書架スペース
の“見える化”を図る
図書館児童書架スペース
の“見える化”を図る

■キープラン

■E-E’断面図　S=1/300

■B-B’断面図　S=1/300

■D-D’断面図　S=1/300

軒樋にて雨水排水軒樋にて雨水排水軒樋にて雨水排水
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A-08４. 立面計画佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　　 ２-４.立面計画

↓↓

佐原の町並み佐原駅前商店街佐原駅 佐原ゲート

にぎわいの拠点「佐原ゲート」

商店街の活性化 観光地への誘導
アルミルーバーアルミルーバーアルミルーバー

・「佐原ゲート」

佐原駅前商店街、佐原の町並みへと人の流れ

をつくりだすにぎわいの拠点

・佐原らしい景観づくり

佐原の町並みに見られる伝統的な町並みのデザイン

コードに近代建築の彩りを重ねた和モダンなファ

サードづくり

北西側外観イメージ北西側外観イメージ北西側外観イメージ

・建物を分節し、周辺環境との調和を図る

建物ボリュームを分節し、各ボリュームに

勾配屋根をかけることで周辺との調和を図る

格子格子格子

色彩の抽出色彩の抽出色彩の抽出近代建築の彩り　近代建築の彩り　近代建築の彩り　

↓↓

屋根の重なり屋根の重なり屋根の重なり

↓↓

屋根屋根屋根

「粋（いき）、活 (い )きとした景」

混然としながらも一体となって、落着いた雰囲気を醸し出す佐原の町並み。

まちの文脈を彷彿とさせる“粋”と、市民活動の熱気が溢れだす“活き”が重なり合う、

粋（いき）活（い）きとしたまちを象徴する顔づくり。

（１）立面計画のテーマ

（２）立面コンセプト

①まちの賑わいを創出する施設として、香取市の誇りと

　なるシンボル性を確保する

②「佐原らしさ」を取り入れた景観づくり

　を目指す

③周辺環境との調和を図る

２－４.立面計画

佐原の町並みを表現した

勾配屋根の重なり

佐原ゲート

建物を分節し、周辺環境

との調和を図る

まちの文脈、

近代建築の彩りを表現する

格子

（アルミルーバー）

軒

格子

屋根

ボリュームを分節し

それぞれに屋根をかける
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A-09２-４. 立面計画

・佐原らしいファサードと色彩を抽出

西側立面図　S=1/400
東側立面図　S=1/400

北側立面図　S=1/４00 南側立面図　S=1/400

コンクリート打放し補修リブ付の上、
フッ素樹脂塗装

屋外避難階段
(溶融亜鉛メッキ処理 )
の上、フッ素樹脂塗装

スチール
カーテンウォール

スチール
カーテンウォール

スチール
カーテンウォール

スチール
カーテンウォール

押出成形セメント板
(リブ付 )

押出成形セメント板
(フラット )

押出成形セメント板
(フラット )

押出成形セメント板
(フラット )

アルミパネル
(木目調シート貼 )

アルミパネル
(木目調シート貼 )

アルミパネル
(木目調シート貼 )

アルミパネル
(木目調シート貼 )

アルミフィン

アルミフィン

押出成形セメント板 (フラット )

押出成形セメント板 (リブ付 )

押出成形セメント板 (フラット )

押出成形セメント板 (フラット )

押出成形セメント板 (フラット )

アルミフィン

押出成形セメント板 (リブ付 )

押出成形セメント板 (フラット )

押出成形セメント板 (フラット )

押出成形セメント板 (フラット )

カラーガルバリウム金属屋根
(軒裏：ケイカル板 )

アルミルーバー
アルミサッシ (電解二次着色 )

アルミサッシ (電解二次着色 )

アルミフィン

押出成形セメント板 (フラット )

押出成形セメント板 (フラット )

押出成形セメント板 (フラット )

カラーガルバリウム金属屋根
(軒裏：ケイカル板 )

アルミルーバー
アルミサッシ (電解二次着色 )

アルミルーバー

アルミサッシ (電解二次着色 )
アルミサッシ (電解二次着色 )

カラーガルバリウム金属屋根
(軒裏：ケイカル板 )

カラーガルバリウム金属屋根
(軒裏：ケイカル板 )

アルミルーバー

コンクリート打放し補修リブ付
の上、フッ素樹脂塗装

押出成形セメント板 (リブ付 )



佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　　
株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

A-10２-５. 内外装計画

押出成形セメント板 (ﾘﾌﾞ付 )

ビニル床シート

タイルカーペット

岩綿吸音板

不燃木化粧合板

OA フロア

アルミルーバー 再生木デッキ

２－５.内外装計画

佐原の町並みにある、茶・レンガ色・白・グレーなどの色彩を取り入れ、周辺環境との調和に配慮した計画

とします。

エコマテリアルを採用し、地球環境に配慮した仕上材を選定します。

ライフサイクルコストへの配慮からメンテナンスフリー資材の採用など、維持管理の容易な仕上材を選定し

ます。また種類を限定し、シンプルで経済性に配慮した計画とします。

　屋根 ：カラーガルバリウム鋼板瓦棒葺き、アスファルト外断熱防水押えコン 80ｔ

　外壁 ：押出成形セメント板 (フッ素樹脂塗装 )、アルミルーバー

　外部サッシ ：アルミサッシ（電解二次着色）、スチールカーテンウォール

　テラス ：再生木デッキ

（１）外部仕上の考え方

■内部仕上表

今後のプラン変更への配慮として、間仕切り壁は乾式工法を主体として計画します。

共用部は、佐原の町並みの色彩や木調をとりいれた親しみやすい計画とします。

仕上材及びその下地は、有害な化学物質が限りなく少ない材料 (Ｆ☆☆☆☆：フォ－スター )を選定します。

多目的ホール・音楽練習室・書架等は機能に応じた吸音性能に配慮した仕上げとします。

天井高さが高くなる多目的ホールは、鉄骨材に吸音材を直貼りとすることで天井落下防止対策に配慮した計画とします。

管理諸室他、各機能諸室は修繕が容易で、かつローコストな仕上げとします。

耐久性を考慮した様々な利用者が訪れる施設に相応しい仕上げとします。

（２）内部仕上の考え方

不燃木化粧合板

EP塗装・天然木練付不燃板有孔加工

(浮き遮音壁)

(グラスウール裏打ち)

(グラスウール裏打ち)

(グラスウール裏打ち)

多目的ホール(公民館機能) フローリング(浮き床) 木製巾木

石膏ボード＋EP
閉架書架(図書館)・ヘルパー控室・印刷ロッカー
・更衣室(社会福祉関連施設)・準備室(公民館機能)
・１F事務室(子育て世代支援施設)・管理室

ビニル巾木

岩綿吸音板石膏ボード＋EPビニル巾木
１F事務室(観光)・応接室・研修室・学習室

・ホワイエ・控室(公民館機能)
タイルカーペット

※研修室（創作室）はビニル床シート

フローリング

岩綿吸音板石膏ボード＋EPビニル巾木

ビニル巾木

プレイルーム(図書館） ビニル床シート

ビニル床シート

ビニルクロス(和風)畳寄せ和室(公民館機能)

水屋(公民館機能)

畳・磁器質タイル

フローリング

不燃木化粧合板ビニルクロス(和風)フローリング

木製巾木音楽練習室(公民館機能) 有孔石膏ボード＋EP

(グラスウール裏打ち)
有孔石膏ボード＋EP

有孔石膏ボード＋EP(浮き遮音壁)
(浮き床)

ビニル床シート(管理室一部畳) 化粧石膏ボード

※調理室は化粧石膏ボード

(仮称)佐原通り

ベビーカー置場(図書館)

授乳室・1F調理室(子育て世代支援施設)

一般書架・児童用書架・雑誌・新聞・ＡＶコーナー

・事務室(図書館）・３階事務室

ボランティア活動室(社会福祉関連施設)・郷土資料(図書館)

イベントスペース・メディアスペース・静養室・相談室

・展示活動テラス(公民館機能)

WC

倉庫・書庫

階段室

室名

磁器質タイル

磁器質タイル

SUS巾木
不燃木化粧合板

不燃木化粧合板石膏ボード＋EP
岩綿吸音板

石膏ボード＋EP 石膏ボード＋EP

石膏ボード＋EP

ビニル巾木

岩綿吸音板石膏ボード＋EPビニル巾木

ビニル巾木
化粧ケイカル板
石膏ボード＋EP

タイルカーペット
OAフロア

屋内多目的広場・遊戯室・集会室・キッズルーム
(子育て世代支援施設)・読書サロン・お話し室(図書館) 木製巾木フローリング 石膏ボード＋EP 岩綿吸音板

ビニル床シート

岩綿吸音板ビニル巾木 石膏ボード＋EP

シート巻上 ケイカル板＋EP-G ケイカル板＋EP-Gビニル床シート

化粧石膏ボード石膏ボード＋EPビニル巾木ビニル床シート

岩綿吸音板石膏ボード＋EPビニル巾木ビニル床シート

天井壁巾木床

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・



（１）基準の設定について （２）省エネルギーについて

（３）創エネルギーについて

・環境負荷を抑えコストバランスに配慮し、機械的な手法によらず建築的に自然エネルギーを活用した環境設計とし

ます。

・費用対効果を検証のうえ､下表の対策を行うことで、省エネ･再エネを行わない建物と比較し、一次エネルギー消費

約 30％削減を目指します。

①自然エネルギーの活用

・外周部 +施設中央の階段吹抜けの採光・通風により、省エネで快適な環境をつくります。

・各階換気窓は手動タイプを基本とし、共用部は施設管理者、専有部は各施設の管理者がそれぞれ開閉を管理する計画

とします。

・格子をモチーフとした縦ルーバーにより西日を遮蔽します。

・外壁は高断熱化、ガラスは高断熱ガラスを用い、断熱性を高めます。

　創エネルギー項目として、太陽光発電を採用します。

太陽光発電

・太陽光発電パネルは、空調室外機スペース・周辺状況を考慮し、発電効率の良い多目的ホール屋上に金属屋根置型

で設置します。設置容量は 20kw を確保し、災害時における「(仮称 )佐原通り」に使用される照明・コンセント等（動

力を除く）の消費電力の約 1/3 をまかないます。

・創エネルギーの“ 見える化 ”を図るため「( 仮称 ) 佐原通り」に設置した表示ディスプレイには、太陽光発電の発

電量を掲示します。(４．電気設備計画 ４-２．電気設備計画概要 E-01 参照 )

②高効率設備システムの導入

　省エネルギー・省力化・経済性を考慮した機器及びシステムを採用し、ランニングコストの低減を図ります。

 　(４．電気設備計画 ４-２．電気設備計画概要 E-01・02参照)(５．機械設備計画 ５－３．空気調和設備計画 M-03参照)

ＬＥＤ照明

　・照明器具については、省エネルギーなＬＥＤ照明を導入します。

人感センサー

　・階段・倉庫・トイレには、人の所在を感知して照明を点灯・消灯する人感センサーを導入します。

高効率パッケージエアコン

　・各室の空調機には、高効率パッケージエアコンを導入します。

（仮称）佐原通り

展望テラス
音楽テラス

研修室
(創作室）

図書館 事務所 閉架書庫

展示・活動テラス創作
テラス

配慮内容技術項目

自然採光を得やすい建築計画建築

電気設備

機械設備

最適化再エネ（直接） ◎

自然通風を取り入れる建物配置 再エネ（直接）

居室の主採光面を南北に配置

居室の開口部を卓越風である南北に配置

居室の開口部を南北に配置

◎

熱負荷を低減する建物配置･建築形状 熱負荷低減 ◎

外壁断熱 屋根断熱（75mm） 熱負荷低減 ◎

外壁断熱（50mm） 熱負荷低減 ◎

複層ガラス（Low-E）開口部 熱負荷低減 ◎

気密サッシ（気密等級 A-4 相当） 熱負荷低減 ◎

日射遮蔽（庇、縦ルーバー等） 熱負荷低減 庇・縦ルーバーの設置◎

高性能外壁（エアフローウインドウ、ダブルスキン等） 熱負荷低減

自然換気 再エネ（直接） 手動の開閉窓を設置◎

建物（屋上・壁面等）緑化 緑化

雨水利用 資源の有効利用

エコマテリアル 資源の有効利用 ◎

デマンド監視装置（電力監視装置） 電力ピーク対策 ピーク警報で節電促進◎

◎発電 太陽光発電設備 再エネ（変換）

コージェネレーション装置 高効率 電力ピーク対策

変圧器 トップランナー変圧器（2014 基準） 高効率 ◎

照明 居室 LED 照明（ベースライト） 高効率 ◎

最適化昼光連動制御システム

最適化スイッチ回路の細分化 ◎

最適化タスク＆アンビエント照明（執務室）

共用部 最適化人感センサー制御 階段・倉庫・トイレを対象

（仮称）佐原通り・多目的ホールを対象

◎

高効率LED 照明（ダウンライト） ◎

高効率LED 誘導灯 ◎

高天井 高効率LED 照明（高天井器具） ◎

外構 高効率LED 照明 ◎

集中管理コントローラー 最適化 ◎

コンセント 待機電力削減システム 最適化

空調（個別式） 高効率パッケージエアコン 高効率 ◎

センサー機能（人感、温度等） 最適化

空調（共通） 顕熱潜熱分離（デシカント）空調システム

最適化電力ピーク対策集中管理コントローラー ◎

高効率快適性の確保

氷蓄熱式空調機器 電力ピーク対策

地中熱利用ヒートポンプ 再エネ（直接）

換気設備 外気導入制御システム（CO2 センサー） 最適化 ◎

◎

外気冷房 最適化

予冷予熱制御（外気カット） 最適化

全熱交換器（同ユニット） 高効率 ◎

クール・ヒートピット（チューブ、トレンチ） 再エネ（直接）

高効率ファン（三相） 高効率 ◎

◎機械室ファン発停制御 最適化

給水衛生設備 衛生設備 節水器具 資源の有効利用

資源の有効利用

◎

トイレの擬音装置 ◎

給湯設備 高効率給湯器 高効率 ◎

排熱回収型給湯器 高効率

太陽熱利用設備 再エネ（直接）

搬送 昇降機 電力回生制御 高効率

回生電力蓄電システム 高効率

エスカレーター人感制御 最適化

建物用途･規模 備考
今回計画

取り組み内容
（◎採用）

省エネ･再エネ技術項目

階段踊り場より
手動換気

Low・Eガラスで
日射負荷を抑制

全館LED照明の採用

大庇により
日射負荷を抑制

縦ルーバーにより
日射負荷を抑制

遮熱塗装により
熱負荷の軽減 テラスに配置した

ハイサイド窓により採光
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A-11２-６. 環境配慮計画

２－６.環境配慮計画



・大規模災害時には、近接する市民体育館が当該地区の指定避難所として指定 (利根川の氾濫による洪

水被害の時は浸水想定区域内となるため避難所とはならない )されており、本施設は台風など事前に

荒天が予想される場合に、一時的な 40 人程度の小規模自主避難場所 (避難所 )として活用します。

（１）災害時の考え方

・ハザードマップによると計画敷地は、2～ 5ｍの浸水地域に指定されているため、高圧受変電設備・発

電機は別棟倉庫棟上、空調室外機等は 4階及び屋上に設置します。

２－７.防災計画

（２）避難所の設定

・自主避難場所： 1 階メディアスペース、3階和室・研修室

・災害対策支援： 3 階事務室

（４）小規模自主避難場所としての機能維持

・小規模自主避難場所として安心・安全な構造計画 (Ⅰ=1.25) を確保します。

(３.構造計画　３-１.基本方針　S-01 参照 )

・内外の仕上材や設備についても必要な耐震安全性能 (A 類・乙類 ) を確保するとともに、図書館の本棚・

作り付け家具の転倒についても十分な対策を施します。

1 階平面イメージ　1/600

（３）万が一に備える施設計画

（５）自主避難施設としての機能強化

・自主避難場所：1 階メディアスペース、3 階和室・研修室の一部

  →照明・コンセント・空調を 100％稼動…(a)

・災害対策支援：1 階管理室、3 階事務室

  →照明の 1/3、コンセント・通信機器の一部を稼動…(b)

・共用部：災害対策支援・自主避難場所に至る経路

  →照明の 1/3 を稼動…(c)

・エレベーター：エレベーター（東側）を稼動…(d)

・トイレ：災害時用ＷＣ1 ～ 3

  →1・3 階のトイレを利用 ( 照明・ポンプを稼動 )…(e)

  下水道本管近接位置にマンホールトイレ (5 個 ) を設置します。

  ※断水した場合、マンホールトイレを利用する計画とします。

・防災備蓄倉庫：駐車場に別棟で配置します。

・飲料水の確保：受水槽内の保溜水を供給、また、防災備蓄倉庫に飲料水を保管します。

・太陽光発電設備 (20kw)：「( 仮称 ) 佐原通り」の消費電力 ( 動力を除く ) の約 1/3 を供給します。

・炊出し：「表の庭 ( 多目的広場 )」に炊出し可能なかまどベンチを設置します。

・非常用発電機：本施設は一時的な小規模自主避難場所 ( 避難所 ) の位置づけであることから、上記の

（a）～（e）及び防災負荷を含め、48 時間稼動させる計画とします。 表の庭
（多目的広場）

自主避難場所
（メディアスペース）

（a）

（a）

（a）

（e）

（e）

（b）

（b）

（d）

自主避難場所（a）

災害対策支援（b）
共用部（c）

自主避難場所
（研修室）

自主避難場所
（和室）

災害時用
WC2

災害時用
WC3

災害対策支援
（事務室）

（マンホールトイレ(5個)）
災害時用WC１

災害対策支援
（管理室）

炊出しも可能な
かまどベンチを設置

エレベーターを稼動

3 階平面イメージ　1/600

（d）d）

電動+手汲みポンプによる井戸を設置し、
植栽への散水利用から、災害時にはマン
ホールトイレの洗浄水にも利用可能

エレベーター（d）
災害時用WC（e）

防災
備蓄倉庫

（c）

（c）
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２-７. 防災計画 A-12
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西側道路西側道路西側道路 東側道路東側道路東側道路
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A-13２-８. ユニバーサルデザイン・バリアフリー計画

・多世代・外国人等すべての人々にとってやさしい施設づくりを行います。明快な空間構成とし、安全で使いや

すい施設とするため、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー新法）」の誘導

基準の認定取得や「千葉県福祉のまちづくり条例」の適合証明取得を目指します。

誰もが利用しやすい施設計画とするため、次の点に配慮します。

①アプローチ ・敷地内通路

・西玄関の正面に配置した「表の庭（多目的広場）」を介して、歩行者が安全にアクセスできる計画とします。また、

1 階施設中央を通る「（仮称）佐原通り」を抜けた先に、敷地の南北を繋ぐ歩行者用通路を設け、佐原の町並み

まで利用者を誘導する平坦で段差の無い歩道とします。

・駐車場・駐輪場などから施設出入口（東・西玄関）までのアプローチは、段差解消、滑りにくい舗装材の採用、

必要箇所への手摺や誘導ブロックの設置、ゆとりある通路幅員の確保に配慮します。

・商店街側から西玄関までの経路、車いす利用者用駐車場・車寄せから、東玄関までの経路には誘導ブロックを

設置し、施設出入口まで案内できる計画とします。

②車いす利用者用駐車場

・バリアフリー新法の規定に基づき、駐車台数の 2％以上（3 台以上）の車いす利用者用駐車場（4 台）を確保します。 

東玄関（駐車場側玄関）に近接して車いす利用者用駐車場・車寄せを設けることにより、移動距離が短く、雨

に濡れずに施設にアクセスできる計画とします。

③エレベーター

・バリアフリー新法の基準では、バリアフリー対応のエレベーターは施設に対して、1 台以上の設置が求められ

ますが、東・西玄関からの利便性に配慮し、東・西玄関に近接して各々 1 台設けることで、わかりやすく上階

にアクセスしやすい計画とします。

④トイレ

・多目的トイレを各階に配置します。1 階は多くの来館者の利用を考慮して共用部に配置し、オストメイトにも

対応します。

・手摺は全ての大便器に設置します。また、各男子・女子トイレの手洗い・小便器に 1ヶ所設置します。

・多目的シートを 1階多目的トイレに設置します。

⑤子ども連れへの配慮

・各男子・女子トイレに子どもと一緒に入れる簡易多機能ブースを設け、ベビーシートを設置します。

・ベビーシートを簡易多機能ブース・多目的トイレ（1階以外）に設置します。

・ベビーチェアを各男子・女子トイレの大便器に１ケ所設置します。

・1階子育て世代支援施設・2階図書館の児童コーナーに子ども用トイレ・授乳室を設置します。

・1階各男子・女子トイレに子ども用手洗いを１ケ所設置します。

⑥出入口 ・屋内廊下 ・傾斜路 ・階段

・段差のない滑りにくい材質の床仕上げとし、必要な箇所に手摺や誘導ブロックを設置します。

・出入口の扉は遮音性を優先し、開き戸を基本とし、引戸は多目的トイレ・簡易多機能ブース・授乳室等に設置し

ます。また、1階多目的トイレには多くの来館者の利用を考慮し、自動扉を採用します。

⑦サイン ・誘導計画

・施設を訪れる高齢者・身障者・外国人等、誰にでもわかりやすい色彩や番号表示、外国語表記、ピクトグラムを

併用したサイン計画とし、大きさや位置等、見やすさに配慮した計画とします。

・観光情報スペースにデジタルサイネージを設置し、施設情報等を掲示します。

・「中の庭（（仮称）小野川ギャラリー）」には、周辺地域と連携した案内板やポスターケースを設置します。

⑧案内設備までの経路 （音声誘導等）

・１階総合案内までの経路には誘導ブロックと音声誘導案内を設置します。

・各階への施設誘導はバリアフリー新法の基準に基づき、各階エレベーターボタン付近に誘導ブロックと施設案内 

板を設置し、各諸室へ案内できる計画とします。

・施設毎にまとまった断面構成とし、施設の機能の充実と独立性を確保します。

・維持管理が容易で利用者にもわかりやすい計画とします。

・1階「（仮称）佐原通り」には総合案内カウンターを設けます。また、「（仮称）佐原通り」の吹抜けに面して、

4階まで繋がるオープンな階段（大階段）を設けることで目的の場所までのルートがわかりやすく、案内しや

すい計画とします。

２-８.ユニバーサルデザイン・バリアフリー計画

（１）基本的な考え方

（２）わかりやすい平面・断面構成

（３）バリアフリー・ユニバーサルデザインの考え方
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２-８. ユニバーサルデザイン・バリアフリー計画 A-14

配置図兼１階平面図　1/500

簡易多機能ブース 1/100簡易多機能ブース 1/100簡易多機能ブース 1/100

NN

２階平面図　1/600

４階平面図　1/600

３階平面図　1/600

：車いす利用者用駐車場：車いす利用者用駐車場：車いす利用者用駐車場
：多目的トイレ：多目的トイレ
：授乳室・子ども用WC：授乳室・子ども用WC
：バリアフリー対応ＥＶ：バリアフリー対応ＥＶ：バリアフリー対応ＥＶ
：簡易多機能ブース：簡易多機能ブース

凡例凡例凡例

：移動等円滑化経路：移動等円滑化経路：移動等円滑化経路

：一般動線：一般動線：一般動線
：車椅子利用者動線：車椅子利用者動線：車椅子利用者動線
：誘導ブロック：誘導ブロック：誘導ブロック

(仮称)「佐原通り」(仮称)「佐原通り」(仮称)「佐原通り」

集会室集会室集会室

遊戯室遊戯室遊戯室事務室事務室事務室キッズ
ルーム
キッズ
ルーム
キッズ
ルーム

屋内多目的広場屋内多目的広場屋内多目的広場

駐車場駐車場駐車場

東側道路東側道路東側道路西側道路西側道路西側道路

南側道路南側道路南側道路

車寄せ車寄せ車寄せ

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場EVEVEV

EVEVEV
総合案内
カウンター
総合案内
カウンター
総合案内
カウンター

西玄関西玄関西玄関 東玄関東玄関東玄関

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場自販機･

ロッカー
自販機･
ロッカー
自販機･
ロッカー

イベント
スペース
イベント
スペース
イベント
スペース

メディア
スペース
メディア
スペース
メディア
スペース

WC(M)WC(M)WC(M)

WC(W)WC(W)WC(W)
HWCHWCHWC

WC(M)WC(M)WC(M)

一般開架一般開架一般開架

学習室学習室学習室 研修室研修室研修室

研修室研修室研修室

事務室事務室事務室

ヘルパー
控室

ヘルパー
控室
ヘルパー
控室

和室和室和室
ふれあい
ステーション
ふれあい
ステーション
ふれあい
ステーション

ボランティア
活動室

ボランティア
活動室

ボランティア
活動室

研修室研修室研修室展示・活動
テラス

展示・活動
テラス
展示・活動
テラス

図書館図書館図書館

印刷・
ロッカー
印刷・
ロッカー
印刷・
ロッカー

倉庫倉庫倉庫

倉庫倉庫倉庫

倉庫倉庫倉庫

倉庫倉庫倉庫

控室控室控室

倉庫倉庫倉庫

更衣更衣更衣
更衣更衣更衣

倉庫倉庫倉庫

研修室
（創作室）
研修室
（創作室）
研修室
（創作室）創作

テラス
創作
テラス
創作
テラス

研修室研修室研修室

読書サロン読書サロン読書サロン 新聞・雑誌・ＡＶ新聞・雑誌・ＡＶ新聞・雑誌・ＡＶ

閉架書庫閉架書庫閉架書庫事務所事務所事務所

機械機械機械

会議スペース会議スペース会議スペース 応接室応接室応接室

参考図書参考図書参考図書

郷土資料郷土資料郷土資料
児童児童児童

授乳室授乳室授乳室 親子WC親子WC親子WC

プレイコーナープレイコーナープレイコーナー

お話室お話室お話室

WC(W)WC(W)WC(W)

HWCHWCHWC EVEVEV

EVEVEV

EVEVEV

EVEVEV

EVEVEV

EVEVEV

WC(M)WC(M)WC(M)

WC(W)WC(W)WC(W)
HWCHWCHWC

WC(M)WC(M)WC(M)

WC(W)WC(W)WC(W)

調理室調理室調理室

試食テラス試食テラス試食テラス

準備室準備室準備室

音楽
練習室
音楽
練習室
音楽
練習室

音楽
練習室
音楽
練習室
音楽
練習室 音楽

練習室
音楽
練習室
音楽
練習室

音楽テラス音楽テラス音楽テラス

ホワイエホワイエホワイエ

多目的ホール
（256席）
多目的ホール
（256席）
多目的ホール
（256席）

展望テラス展望テラス展望テラス

ひな段テラスひな段テラスひな段テラス HWCHWCHWC

佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ

佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ

１階多目的トイレは
オストメイト・多目
的シートを設置

１階多目的トイレは
オストメイト・多目
的シートを設置

１階多目的トイレは
オストメイト・多目
的シートを設置

東西玄関にバリア
フリー対応エレベ
ーターを設置

東西玄関にバリア
フリー対応エレベ
ーターを設置

東西玄関にバリア
フリー対応エレベ
ーターを設置

各男子・女子トイレ
に子どもと一緒に入
れる「簡易多機能
ブース」を設置

各男子・女子トイレ
に子どもと一緒に入
れる「簡易多機能
ブース」を設置

各男子・女子トイレ
に子どもと一緒に入
れる「簡易多機能
ブース」を設置

子どもと一緒に入れるトイレ子どもと一緒に入れるトイレ子どもと一緒に入れるトイレ

ベビー
シート
ベビー
シート

総合案内までの経
路に誘導ブロック
を設置

総合案内までの経
路に誘導ブロック
を設置

総合案内までの経
路に誘導ブロック
を設置

下足下足下足

上足上足上足
東玄関に近接して、
車いす利用者用駐車場･
車寄せを配置

東玄関に近接して、
車いす利用者用駐車場･
車寄せを配置

東玄関に近接して、
車いす利用者用駐車場･
車寄せを配置

子育て世代支援施
設に子ども用トイ
レと授乳室を設置

子育て世代支援施
設に子ども用トイ
レと授乳室を設置

子育て世代支援施
設に子ども用トイ
レと授乳室を設置

総合案内に近接し
て､施設の１～４階
をつなぐ階段を設
置した分かりやす
い計画

総合案内に近接し
て､施設の１～４階
をつなぐ階段を設
置した分かりやす
い計画

総合案内に近接し
て､施設の１～４階
をつなぐ階段を設
置した分かりやす
い計画

総合案内までの音
声誘導案内を設置
総合案内までの音
声誘導案内を設置
総合案内までの音
声誘導案内を設置

表の庭（多目的広場）表の庭（多目的広場）表の庭（多目的広場）

東西玄関にバリア
フリー対応エレベ
ーターを各々設置

東西玄関にバリア
フリー対応エレベ
ーターを各々設置

東西玄関にバリア
フリー対応エレベ
ーターを各々設置

簡易多機能ブース簡易多機能ブース簡易多機能ブース

簡易多機能ブース簡易多機能ブース簡易多機能ブース

簡易多機能ブース簡易多機能ブース簡易多機能ブース

親子トイレ・授乳室
の設置
親子トイレ・授乳室
の設置
親子トイレ・授乳室
の設置

既存誘導ブロックを
連続させ施設内まで
案内する計画

既存誘導ブロックを
連続させ施設内まで
案内する計画

既存誘導ブロックを
連続させ施設内まで
案内する計画



２－９.セキュリティ計画

・複合公共施設であることを考慮し、管理区分

を明確にします。　

（各種ゾーンの運営時間は下記凡例参照）

・各エレベーター・階段毎に区画し、階毎のセ

キュリティラインを設けます。イベントなど

で１階のみを開放することも可能な計画とし

ます。

・4階は、公民館機能休館日（主に月曜日）に

自由に出入ができない計画とします。（外部

テラスなども閉鎖します。）

・敷地外周部のセキュリティラインは、東西の

玄関・サービス出入口を一時セキュリティラ

インとします。

・駐車場利用時間は、施設の運営時間を考慮の

うえ検討します。

・１階の管理室に近接したサービス出入口を最

終退出口として管理します。

　セキュリティー計画の考え方

１階平面図　1/500

２階平面図　1/500

３階平面図　1/500

４階平面図　1/500

佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　　
株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

A-15２-９. セキュリティ計画

■管理区画ライン

凡例

管理区画ライン

EV・階段

出入口

■9:00 ～ 17:00 使用エリア

■9:00 ～ 17:00 使用エリア
　（主に月曜休館）

■8:30 ～ 17:15 使用エリア
　（土曜・日曜・祝日休館）

■9:00 ～ 22:00 使用エリア
　（主に月曜休館）

■9:00 ～ 22:00 使用エリア

■7:00 ～ 23:00（管理室）

＋

■9:30 ～ 17:00 使用エリア
　（主に月曜休館 )

OPEN
8:30 ～ 17:15
土曜・日曜・祝日休館

市民活動支援センター

OPEN
9:00 ～ 22:00
主に月曜休館

公民館機能

OPEN
8:30 ～ 17:15
土曜・日曜・祝日休館

社会福祉関連施設

OPEN
9:00 ～ 22:00
主に月曜休館

公民館機能

OPEN
9:00 ～ 17:00
主に月曜休館

子育て世代支援施設

OPEN
9:30 ～ 17:00
主に月曜休館

図書館

OPEN
9:00 ～ 22:00

OPEN
9:00 ～ 22:00

OPEN
7:00 ～ 23:00

管理室

OPEN
7:00 ～ 23:00

最終退出口

EVEVEVEV

EVEVEV

機械室機械室機械室機械室
自販機・自販機・
ロッカーロッカー
自販機・
ロッカー
自販機・
ロッカー

事務室事務室事務室

観光案内
カウンターカウンター
観光案内
カウンター
観光案内
カウンター

ベビーカー
置場

ベビーカー
置場

ベビーカー
置場

事務室事務室事務室

倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

カフェ･フリースペース･フリースペースカフェ･フリースペースカフェ･フリースペース

観光情報観光情報
スペーススペース
観光情報
スペース
観光情報
スペース

物販物販
スペーススペース
物販

スペース
物販

スペース
総合案内総合案内
カウンターカウンター
総合案内
カウンター
総合案内
カウンター

展示展示
スペーススペース
展示

スペース
展示

スペース
展示展示
スペーススペース
展示

スペース
展示

スペース

相談相談相談

静養静養静養

幼児幼児WC幼児WC幼児WC

授乳室授乳室授乳室

更衣更衣更衣
更衣更衣更衣

更衣更衣更衣
調理冷蔵調理冷蔵調理冷蔵調理冷蔵

UPUP

UPUP

屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

管理室理室管理室管理室

倉庫倉庫倉庫

WC(W)WC(W)WC(W)WC(W)
HWCHWCHWCHWC

WC(M)WC(M)WC(M)WC(M)

機械室機械室機械室機械室

駐輪場駐輪場駐輪場駐輪場

表の庭表の庭表の庭

西玄関西玄関西玄関

サービス出入口サービス出入口サービス出入口

東玄関東玄関東玄関

（多目的広場）（多目的広場）（多目的広場）

ゴミ置場ゴミ置場ゴミ置場ゴミ置場備蓄倉庫備蓄倉庫備蓄倉庫備蓄倉庫 倉庫倉庫倉庫倉庫
（社会福祉）（社会福祉）（社会福祉）（社会福祉）

PSPSPS

キッズ
ルーム
キッズ
ルーム
キッズ
ルーム 遊戯室遊戯室

集会室集会室

イベント
スペース
イベント
スペース
イベント
スペース

メディア
スペース
メディア
スペース
メディア
スペース

EVEVEV

一般開架一般開架一般開架

新聞・雑誌・ＡＶ新聞・雑誌・ＡＶ新聞・雑誌・ＡＶ

くらし趣味・文庫・新書くらし趣味・文庫・新書くらし趣味・文庫・新書

レファレンスレファレンスレファレンス

読書サロン読書サロン読書サロン

UPUP

郷土資料郷土資料郷土資料

応接室応接室応接室会議スペース会議スペース会議スペース

閉架
書庫
閉架
書庫
閉架
書庫

登録登録登録

貸出
返却
貸出
返却
貸出
返却

事務所事務所

DNDN

授乳室授乳室授乳室お話し室お話し室お話し室

プレイコーナープレイコーナープレイコーナー
児童児童

香取コーナー香取コーナー香取コーナー 参考図書参考図書参考図書
WCWC 事務スペース事務スペース事務スペース

EVEVEV

PSPS

機械室機械室機械室

SKSKSK

WC
(W)
WC
(W)
WC
(W)

HWCHWCHWC

WC
(M)
WC
(M)
WC
(M)

EVEVEVEV

庫庫庫

倉庫倉庫倉庫

UPUP

UPUP UPUP

ふれあい
ステーション
ふれあい
ステーション
ふれあい
ステーション

倉庫倉庫倉庫

倉庫倉庫倉庫

サーバーサーバーサーバーサーバー

水屋水屋水屋

倉庫倉庫倉庫

準備室準備室準備室準備室 UPUPDNDN

事務室
（市民活動）
事務室

（市民活動）
事務室

（市民活動）
事務室
（公民館）
事務室
（公民館）
事務室
（公民館）

事務室
（社会福祉）
事務室

（社会福祉）
事務室

（社会福祉）

ボランティアボランティア
活動室活動室

ボランティア
活動室

ボランティア
活動室

ヘルパーヘルパー
控室
ヘルパー
控室
ヘルパー
控室

更衣更衣
更衣更衣

相談相談相談

相談相談相談

相談相談相談和室和室

EVEVEV

PSPS研修室研修室研修室研修室学習室学習室学習室

倉庫倉庫

展示・
活動テラス
展示・
活動テラス
展示・
活動テラス

創作
テラス
創作
テラス
創作
テラス 印刷

ロッカーロッカー
印刷
ロッカー
印刷
ロッカー

研修室研修室研修室 研修室研修室研修室

WC(W)WC(W)WC(W)
HWCHWCHWC

WC(M)WC(M)WC(M)

研修室研修室
（創作室）（創作室）
研修室
（創作室）
研修室
（創作室）

EVEVEV

EVEVEV

多目的ホール
（256席）
多目的ホール
（256席）
多目的ホール
（256席）

室外機置場室外機置場室外機置場

控室控室控室

音楽テラス音楽テラス音楽テラス

(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り

ホワイエホワイエ

試食試食
テラステラス
試食
テラス
試食
テラス

DNDN

調理室調理室 準備室準備室準備室

展望テラス展望テラス展望テラス

ひな段テラスひな段テラスひな段テラス

倉庫倉庫倉庫

機械室機械室機械室機械室

音楽
練習室練習室
音楽
練習室
音楽
練習室

音楽
練習室練習室
音楽
練習室
音楽
練習室 音楽

練習室練習室
音楽
練習室
音楽
練習室

倉庫倉庫倉庫

PSPS

WC(W)WC(W)WC(W) HWCHWCHWC

WC(M)WC(M)WC(M)

NN



：屋外階段：屋外階段：屋外階段

：避難経路となる廊下：避難経路となる廊下：避難経路となる廊下
：避難動線（屋内）：避難動線（屋内）：避難動線（屋内）
：避難動線（屋外）：避難動線（屋外）：避難動線（屋外）
：防火区画：防火区画：防火区画
：非常用進入口：非常用進入口：非常用進入口

：直通階段：直通階段：直通階段

凡例凡例凡例

：代替進入口：代替進入口：代替進入口
１階１階１階

２階２階２階

３階３階３階

４階４階４階

NN
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２-１０.避難計画 A-16

２－１０.避難計画

（１）基本的な考え方

・衝突・転倒・転落など日常安全性への配慮やわかりやすい避難ルートの確保等、フェ

イルプルーフ（予防）とフェイルセーフ（発生時安全性）の考え方によって施設の安

全性を確保します。

（２）配置計画

・西玄関及び屋外階段より西側前面道路へ、東玄関より歩行者専用通路を通り北・南側道

路へと安全に避難できる計画とします。

・避難経路となる敷地内通路は有効幅 1.5ｍ以上を確保し、避難しやすい計画とします。

・西側の「表の庭（多目的広場）」には消防用活動空地を設置し、災害時等に消防活動を

円滑に行うことができる計画とします。

（３）平面計画

・2方向の直通階段に加え、施設中央のわかりやすい位置に 1～ 4階を繋ぐ階段 (大階段 )

を配置した誰もがわかりやすい避難ルートを計画します。

・3階全周に代替進入口、4階全周に非常用進入口を設置し、消防活動を円滑に行うこと

ができる計画とします。

（４）地震時の天井落下防止対策について

・片流れ形状となる 4階多目的ホールの天井材は鉄骨直止めとし、天井落下を防止し

ます。

・一部 2層吹抜けとなる 1階「（仮称）佐原通り」は耐震天井とすることで、天井材落

下の危険性に配慮します。

・2階図書館の書架は転倒対策を行い、地震時の書架転倒による被害を防ぎます。

（５）避難器具について

・収容人員算定により、3階に 2箇所、4階に 3箇所の避難器具を設置します。 北側前面道路へ北側前面道路へ北側前面道路へ

南側前面道路へ南側前面道路へ南側前面道路へ

西側前面道路へ西側前面道路へ西側前面道路へ

EVEVEV

EVEVEV

EVEVEV

屋外階段屋外階段屋外階段

屋外階段屋外階段屋外階段

屋外階段屋外階段屋外階段

屋外階段屋外階段屋外階段

EVEVEV

EVEVEV

EVEVEV

直通階段直通階段直通階段

直通階段直通階段直通階段

EVEVEV

直通階段直通階段直通階段

EVEVEV

直通階段直通階段直通階段

子育て世代支援施設子育て世代支援施設子育て世代支援施設

倉庫棟倉庫棟倉庫棟

イベントスペースイベントスペースイベントスペース

東玄関東玄関東玄関

メディアスペースメディアスペースメディアスペース

図書館図書館図書館

学習室学習室学習室

多目的ホール多目的ホール多目的ホール
控室控室控室

音楽練習室音楽練習室音楽練習室音楽練習室音楽練習室音楽練習室音楽練習室音楽練習室音楽練習室

倉庫倉庫倉庫

研修室研修室研修室

研修室
（創作室）
研修室
（創作室）
研修室
（創作室）

児童児童児童

一般開架一般開架一般開架

和室和室和室
ふれあい
ステーション
ふれあい
ステーション
ふれあい
ステーション

相談相談相談

ボランティア
活動室

ボランティア
活動室

ボランティア
活動室

事務室事務室事務室

研修室研修室研修室 研修室研修室研修室

事務所事務所事務所 閉架書庫閉架書庫閉架書庫

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC調理室調理室調理室

展望テラス展望テラス展望テラス
音楽テラス音楽テラス音楽テラス

ひな段
テラス
ひな段
テラス
ひな段
テラス

WCWCWC

郷土資料郷土資料郷土資料

読書サロン読書サロン読書サロン

(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り(仮称)佐原通り
西玄関西玄関西玄関

施設中央に１～４階をつなぐ階段（大階段）を設置した
誰もが分かりやすい避難ルート
施設中央に１～４階をつなぐ階段（大階段）を設置した
誰もが分かりやすい避難ルート
施設中央に１～４階をつなぐ階段（大階段）を設置した
誰もが分かりやすい避難ルート

避難器具(斜降式救助袋)避難器具(斜降式救助袋)避難器具(斜降式救助袋) 避難器具(緩降機)避難器具(緩降機)避難器具(緩降機)

避難器具(緩降機)避難器具(緩降機)避難器具(緩降機)

避難器具（避難はしご）避難器具（避難はしご）避難器具（避難はしご）

避難器具（避難はしご）避難器具（避難はしご）避難器具（避難はしご）

避難器具（避難はしご）避難器具（避難はしご）避難器具（避難はしご）

西側道路西側道路西側道路

表の庭（多目的広場）表の庭（多目的広場）表の庭（多目的広場）消防活動空地
（6×12ｍ）
消防活動空地
（6×12ｍ）
消防活動空地
（6×12ｍ）

常開防火扉常開防火扉常開防火扉



回遊動線

回遊動線

小野川小野川

計画建物計画建物

佐原町並み交流館佐原町並み交流館伊能忠敬記念館伊能忠敬記念館

横宿通り横宿通り

馬場酒造馬場酒造東薫酒造東薫酒造

ほていやほていや

小野川町並み佐原の町並み

商店街佐原駅前商店街

佐原駅佐原駅
回遊動線の起点

・4つの庭を観光客動線の各分岐点に配置し、

通りで繋ぐことで、佐原駅から施設、そして

小野川周辺へと導く町並み観光の起点となる

計画とします。

・西側道路からの利用者を迎え入れる「表の庭

（多目的広場）」を設けます。

・（仮称）佐原通りを抜けた先に、観光情報を

発信する「中の庭 (( 仮称 )小野川ギャラ

リー )」を設けます。

・南・北側道路との接点に「角の庭」を整備し、

観光客の視線を誘導します。

・「1-3(4) 周辺施設の整理」で、動線を整理し、

回遊性を向上させる外構計画を提案します。

（２）外構計画の考え方

　　　～町並みへと導く４つの庭と通り

・「中の庭 (( 仮称 )小野川ギャラリー )」及び

「角の庭」にはアイキャッチとなるシンボル

ツリー（イロハモミジ）を配置します。

・植栽選定は虫害に強く、メンテナンスが容易

な、常緑樹（シラカシ、ソヨゴ、ヤマモモ、

イヌマキ等）を中心に選定します。

（３）植栽計画の考え方

（１）観光機能の強化、まち全体の回遊性の向上

・雨水排管には浸透管を採用し、雨水流出抑制

に配慮した計画とします。

（４）雨水排水計画の考え方

２－１１.外構計画

佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　
株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

２-１１.外構計画 A-17

隣地への視線に配慮し、
高垣を設置
隣地への視線に配慮し、
高垣を設置
隣地への視線に配慮し、
高垣を設置

表の庭表の庭表の庭
（多目的広場）（多目的広場）（多目的広場） 中の庭中の庭中の庭

（（仮称）小野川
ギャラリー）
（（仮称）小野川
ギャラリー）
（（仮称）小野川
ギャラリー）

角の庭・北角の庭・北角の庭・北

角の庭・南角の庭・南角の庭・南

隣接する鉄道線路からの緩衝としての常緑樹帯隣接する鉄道線路からの緩衝としての常緑樹帯隣接する鉄道線路からの緩衝としての常緑樹帯
ＪＲ成田線・鹿島線ＪＲ成田線・鹿島線ＪＲ成田線・鹿島線

住宅住宅住宅

こどもひろばこどもひろばこどもひろば

目隠しフェンスＨ＝2.0ｍ目隠しフェンスＨ＝2.0ｍ目隠しフェンスＨ＝2.0ｍ

目隠しフェンスＨ＝2.0ｍ目隠しフェンスＨ＝2.0ｍ目隠しフェンスＨ＝2.0ｍ

メッシュフェンスＨ＝2.0ｍメッシュフェンスＨ＝2.0ｍメッシュフェンスＨ＝2.0ｍ

（仮称）佐原通り（仮称）佐原通り（仮称）佐原通り

駐車場駐車場駐車場

住宅地住宅地住宅地

駐車場駐車場駐車場

ゲートゲートゲート

ゲートゲートゲート

駐輪場駐輪場駐輪場

佐原駅へ佐原駅へ佐原駅へ

佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ

佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ

歩道歩道歩道

常緑樹帯常緑樹帯常緑樹帯

佐原駅前商店街佐原駅前商店街佐原駅前商店街

駐車場は北・東側に集約させ、
効率化を図る
駐車場は北・東側に集約させ、
効率化を図る
駐車場は北・東側に集約させ、
効率化を図る

渋滞に配慮し、車2台分の
滞留スペースを確保
渋滞に配慮し、車2台分の
滞留スペースを確保
渋滞に配慮し、車2台分の
滞留スペースを確保

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

緑の小道緑の小道緑の小道
バスの
一時停車場
バスの
一時停車場
バスの
一時停車場

車止め車止め車止め
車止め車止め車止め

荷捌き
駐車場
荷捌き
駐車場
荷捌き
駐車場

緑の小道緑の小道緑の小道

車両メイン
出入口

車両メイン
出入口

車両メイン
出入口

西側道路西側道路西側道路

南側道路南側道路南側道路

東側道路東側道路東側道路

車両
出入口
車両
出入口
車両
出入口

車寄せ車寄せ車寄せ

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道路境界線道路境界線道路境界線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道路境界線道路境界線道路境界線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線隣地境界線隣地境界線

隣地境界線隣地境界線隣地境界線

隣地境界線隣地境界線隣地境界線

隣地境界線隣地境界線隣地境界線

高垣高垣高垣

緑の小道

・施設から佐原の町並みへと誘導す

る遊歩道には、県木のイヌマキ等

の生垣を配置し、緑豊かな心地よ

い歩行者空間を計画します。
■生垣イメージ

表の庭（多目的広場）

・計画敷地前面にオープンカフェから、朝市など多用途に

利用可能な「表の庭（多目的広場）」を設けます。

・駅側のエントランス広場として開放的な休憩スペースに

利用可能です。

・広場は、耐荷重性に優れた舗装材を選定し、多用途な利

用に配慮します。

■表の庭（多目的広場）イメージ

こどもひろば

・子育て世代支援施設に隣接して

「こどもひろば」を設けます。

子ども達が気兼ねなく遊べる専

用の広場です。 ■こどもひろばイメージ

角の庭（北・南）

・「緑の小道」と南北の道路との接

点に「角の庭」を設けます。佐原

の町並みへ誘導するアイキャッチ

となるとともに、施設へアクセス

する際にはエントランス広場とし

ても機能し、利用者を敷地内にや

さしく誘導します。

■角の庭イメージ

中の庭（（仮称）小野川ギャラリー）

・東玄関前の｢中の庭（（仮称）小野川ギャラリー）」は、

車いす利用者用駐車場や車寄せから雨に濡れないルート

として整備します。

・展示パネルを配置し、観光情報を発信するとともに、駐

車場への視線を遮ります。

■中の庭((仮称)小野川ギャラリー)イメージ



・イベント時には、イベントスペースやメディアスペース、また「(仮称 )佐原通り」と内外一体となった利用が可能な計画とします。以下に通常利用時・イベント時の使われ方のイメージを示します。

（５）外構の使われ方

□通常利用時 □イベント時
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２-１１.外構計画 A-18

西側道路西側道路西側道路

南側道路南側道路南側道路

西側道路西側道路西側道路

南側道路南側道路南側道路

表の庭表の庭表の庭
（多目的広場）（多目的広場）（多目的広場） （多目的広場）（多目的広場）（多目的広場）

中の庭中の庭中の庭

車寄せ車寄せ車寄せ

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

車いす利用者用
駐車場

角の庭・北角の庭・北角の庭・北

角の庭・南角の庭・南角の庭・南

（仮称）佐原通り（仮称）佐原通り（仮称）佐原通り
展示スペース展示スペース展示スペース

観光案内・物販観光案内・物販観光案内・物販 観光案内・物販観光案内・物販観光案内・物販

観光情報スペース観光情報スペース観光情報スペース 観光情報スペース観光情報スペース観光情報スペース

バス
一時停車場
バス

一時停車場
バス

一時停車場

カフェ・フリースペースカフェ・フリースペースカフェ・フリースペース

緑の小道緑の小道緑の小道駐輪場駐輪場駐輪場

緑の小道緑の小道緑の小道

歩道歩道

表の庭表の庭表の庭

中の庭中の庭中の庭
（(仮称)小野川ギャラリー）（(仮称)小野川ギャラリー）（(仮称)小野川ギャラリー）（(仮称)小野川ギャラリー）（(仮称)小野川ギャラリー）（(仮称)小野川ギャラリー）

イベント
スペース
イベント
スペース
イベント
スペース

メディア
スペース
メディア
スペース
メディア
スペース

イベント
スペース
イベント
スペース
イベント
スペース

メディアメディア
スペーススペース
メディア
スペース
メディア
スペース

屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

屋内多目的
広場

角の庭・北角の庭・北角の庭・北

角の庭・南角の庭・南角の庭・南

こどもひろばこどもひろばこどもひろばこどもひろばこどもひろばこどもひろば

（仮称）佐原通り（仮称）佐原通り（仮称）佐原通り

緑の小道緑の小道緑の小道

緑の小道緑の小道緑の小道

歩道歩道

１階平面図　1/600 １階平面図　1/600

駅側のエントランス広場駅側のエントランス広場
開放的な休憩スペース開放的な休憩スペース
として利用として利用

駅側のエントランス広場
開放的な休憩スペース
として利用

駅側のエントランス広場
開放的な休憩スペース
として利用

駐輪場への軒下の
アプローチ
駐輪場への軒下の
アプローチ
駐輪場への軒下の
アプローチ

軒下の憩いのスペース軒下の憩いのスペース軒下の憩いのスペース

公民館機能の貸室として利用公民館機能の貸室として利用公民館機能の貸室として利用公民館機能の貸室として利用 多用途に使える
多目的広場
多用途に使える
多目的広場
多用途に使える
多目的広場

車いす利用者用駐車場と
車寄せ機能を併せ持つ
エントランス広場

車いす利用者用駐車場と
車寄せ機能を併せ持つ
エントランス広場

車いす利用者用駐車場と
車寄せ機能を併せ持つ
エントランス広場

佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ

佐原駅前
商店街
佐原駅前
商店街
佐原駅前
商店街

佐原駅前
商店街
佐原駅前
商店街
佐原駅前
商店街

佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ

佐原の町並みへ佐原の町並みへ佐原の町並みへ

佐原の町並みへの動線に
誘導するアイキャッチ
佐原の町並みへの動線に
誘導するアイキャッチ
佐原の町並みへの動線に
誘導するアイキャッチ

観光情報の掲示を設けた
休憩スペース
観光情報の掲示を設けた
休憩スペース
観光情報の掲示を設けた
休憩スペース

イベントに関連した子どものための
内外一体のワークショップを開催
イベントに関連した子どものための
内外一体のワークショップを開催
イベントに関連した子どものための
内外一体のワークショップを開催

観光情報発信を行う
展示パネルを設置
観光情報発信を行う
展示パネルを設置
観光情報発信を行う
展示パネルを設置

子育て世代支援施設の
屋内多目的広場として
利用

子育て世代支援施設の
屋内多目的広場として
利用

子育て世代支援施設の
屋内多目的広場として
利用

子ども専用の独立した
こどもひろば
子ども専用の独立した
こどもひろば
子ども専用の独立した
こどもひろば

情報発信スペース
に転換
情報発信スペース
に転換
情報発信スペース
に転換

ロビーコンサート・
フリーマーケットの開催
ロビーコンサート・
フリーマーケットの開催
ロビーコンサート・
フリーマーケットの開催
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３．構造計画 

３-１．基本方針 

・本計画は、図書館・多目的ホール・学習室・研修室・「表の庭（多目的広場）」を有し不特定多数の市民が利用 

する公共施設として、耐震安全性・耐久性・経済性を十分考慮した構造計画を行います。また、多様な用途が 

集積する複合公共施設として、平面プランの自由度の実現、大スパンへの対応などに配慮した計画を行います。 

・耐震安全性の分類は、「建設大臣官房官庁営繕部監修 官庁施設の総合耐震計画基準 平成 8年版」を準用し、 

施設用途を考慮して定めます。 

 

（1）耐震安全性の分類   

分  類 活 動 内 容 対 象 施 設 

耐震安全性の分類 

構
造
体 

造
部
材 

建
築
非
構 

建
築
設
備 

災
害
応
急
対
策
活
動
に
必
要
な
施
設 

情
報
伝
達
等
の
た
め
の
施
設 

 

災
害
対
策
の
指
揮 

災害時の情報収集、指令 

二次災害に対する警報の発令 

災害復旧対策の立案、実施 

防犯等の治安維持活動 

被災者への情報伝達 

保健衛生及び防疫活動 

救援物資等の備蓄、緊急輸送

活動等 

指定行政機関が入居する施設 

指定地方行政機関のうち地方ブロック

機関が入居する施設 

指定地方行政機関のうち東京圏、名古

屋圏、大阪圏及び大震法の強化地域に

ある機関が入居する施設 

Ⅰ 

類 

Ａ 

類 

甲 

類 

指定地方行政機関のうち上記以外のも

の及びこれに準ずる機能を有する機関

が入居する施設 

Ⅱ 

類 

Ａ 

類 

甲 

類 

救
護
施
設 

被害者の救難、救助及び保護 

救急医療活動 

消火活動 

病院及び消防関係施設のうち災害時に

拠点として機能すべき施設 

Ⅰ 

類 

Ａ 

類 

甲 

類 

病院及び消防関係施設のうち上記以外

の施設 

Ⅱ 

類 

Ａ 

類 

甲 

類 

た
施
設 

け
ら
れ 

位
置
づ 

と
し
て 

避
難
所 

被害者の受け入れ等 

学校、研修施設等のうち、地域防災計

画において避難所として位置づけられ

た施設 

Ⅱ 

類 

Ａ 

類 

乙 

類 

確
保
が
特
に
必
要
な
施
設 

人
命
及
び
物
品
の
安
全
性 

危険物を貯蔵又は使用する施設 

放射性物質若しくは病原菌類を貯蔵又

は使用する施設及びこれらに関する試

験研究施設 

Ⅰ 

類 

Ａ 

類 

甲 

類 

石油類、高圧ガス、毒物、劇薬、火薬

類等を貯蔵 

又は使用する施設及びこれらに関する

試験研究施設 

Ⅱ 

類 

Ａ 

類 

甲 

類 

多数の者が利用する施設 
文化施設、学校施設、社会教育施設、

社会福祉施設等 

Ⅱ 

類 

Ｂ 

類 

乙 

類 

そ の 他 一般官庁施設 
Ⅲ 

類 

Ｂ 

類 

乙 

類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）構造体の耐震安全性の目標 

耐震安全性 

の分類 
耐震安全性の目標 保有性能の目標 

重要度 

係数 

大地震動時

の変形制限 

Ⅰ類 

大地震後、構造体の補修をするこ

となく建築を使用出来ることを

目標とし、人命の安全確保に加え

て十分な機能確保が図られてい

る。 

構造体が大地震動に対して、無

被害あるいは軽微な損傷に止

まり、直ちに補修を必要とする

ような耐力低下を招くことが

ない。 

Ｉ=1.5 

RC 造 1/200 

SRC 造 1/200 

S 造 1/100 

Ⅱ類 

大地震後、構造体の補修をするこ

となく建築を使用出来ることを

目標とし、人命の安全確保に加え

て十分な機能確保が図られてい

る。 

構造体が大地震動に対して、比

較的小さな損傷に止まり、直ち

に補修を必要とするような耐

力低下を招くことがない。 

Ｉ=1.25 

RC 造 1/200 

SRC 造 1/200 

S 造 1/100 

Ⅲ類 

大地震動により構造体の部分的

な損傷は生ずるが、建築物全体の

耐力の低下は著しくないことを

目標とし、人命の安全確保が図ら

れている。 

構造体が大地震動に対して、部

分的な損傷は生じるものの、倒

壊、部分崩壊などの大きな損傷

は発生せず、著しい耐力低下を

招くことがない。 

Ｉ=1.0 

RC 造 1/200 

SRC 造 1/200 

S 造 1/100 

  本計画では、Ⅱ類に分類される施設として必要保有水平耐力を１.２５倍に割増すことで、十分な 

耐震性能を確保します。 

 

（3）準拠基準 

・建築基準法、同施行令、及び関連告示、通達等 

・官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説 平成 8年版（建設大臣官房官庁営繕部監修） 

・2015 年版 建築物の構造関係技術基準解説書（国土交通省住宅局建築指導課他） 

・建築構造設計基準 平成 22 年版（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修） 

・鋼構造設計規準（日本建築学会） 

・鉄筋コンクリート造構造計算規準・同解説（日本建築学会） 

・建築基礎構造設計指針（日本建築学会） 

・2008 年版 冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル（日本建築センター） 

・その他 日本建築センター及び日本建築学会の諸(規)基準による。 
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３-２．上部構造計画概要 

 

（1）構造種別 

  ・構造種別は建物規模や柱スパン寸法を考慮して鉄筋コンクリート造、鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造を相対

比較し、最大で 18ｍ程度の大スパンに対応でき、自重が軽いことで基礎への負担が少ない鉄骨造が適している

と判断します。 

 

 

（2）構造形式 

  ・耐震要素として軸ブレースを用いるブレース構造と、柱・梁による架構のみを耐震要素とするラーメン構造が

選択肢として挙げられますが、本計画では平面プランの自由度が高くなるラーメン構造を選択します。 

  ・制振部材を付加的な耐震要素として設置することで更に耐震性能を上げることも可能ですが、4 階建と低層な

建物であることから地震時変形が過大にならないこと及び経済性を考慮して、柱・大梁による架構のみで構成

する純ラーメン構造とします。また鉄骨柱内にコンクリートを充填する「ＣＦＴ柱」については、採用しない

場合においても水平力に抵抗する為に必要な剛性が確保できていることから、採用しない方針とします。 

  ・鉄骨架構の主要な部材はＳＮ規格鋼材とし、ラーメン架構の柱は冷間成形角形鋼管、梁はロールＨ形鋼・外法

一定Ｈ形鋼及び溶接組立Ｈ形鋼を採用します。 

 

 

（3）柱スパン計画 

・柱スパンは、張間方向は 11.4ｍ、17.4ｍ、11.4ｍの３スパンで長スパンの計画となります。桁行方向は 5.4ｍ 

と 7.2ｍスパンを比較検討しました。7.2ｍスパンの場合は最大梁せいが 1000mm となりますが、柱本数や杭本 

数が減ることによるコストメリットを考慮し、7.2ｍスパンを採用します。 

 

 

（4）床構造計画 

   ・本建物には、静粛性が求められる図書館等が構成施設に含まれることから、剛性が大きく、対振動・騒音性能

が高いコンクリートスラブの採用を基本としています。更に、施工性や経済性を重視する場合の選択肢として、

鉄筋組込デッキプレート床や合成デッキスラブについても必要に応じて検討を行います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）使用材料 

下表に主要な使用予定材料を示します。 

  

材料 種別 使用場所･備考 

コンクリート 

（普通ｺﾝｸﾘｰﾄ） 

Fc21～Fc 27 

Fc18～Fc 21 

構造躯体（デッキ上床スラブを含む） 

外構躯体、土間コンクリート、無筋コンクリート等 

鉄筋 

SD295A 

SD345 

SD390 

 

D10～D16 

D19～D25 

D29 以上 

 

：床スラブ･壁筋、柱・梁のせん断補強筋等 

：柱･梁の主筋等 

：同上 

鉄骨 

SN400B、SN490B 

SN490C 

BCR295、BCP325 

SS400、SN400A、SM490A 

STKN400B、STKR400 

SSC400 

大梁 

柱梁仕口部（ダイアフラム） 

柱 

小梁、二次部材等 

間柱等 

母屋等 

高力ボルト S10T、F10T、F8T 接合部 
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３-３．荷重及び外力 

 

（1）積載荷重 

下表に主な諸室等の積載荷重を示します。     

    

  （2）風荷重 

基準風速 V0 = 36 m/s 

風の速度圧 q = 0.6 EV0
2 (N/m2) 地表面粗度区分：Ⅲ 再現期間：100 年 

風の風力係数 Cf = 1.2 

 

（3）積雪荷重 

鉛直積雪量 30 cm 単位重量：20 N/(m2･cm) 

応力の組合せ 短期(低減なし) 

     緩勾配の屋根については、告示に基づき降雨の影響を考慮した積雪荷重の割増しについて考慮します。 

      

（4）地震荷重 

地域係数 Z = 1.0 

地盤種別 第 2種地盤( Tc = 0.6 sec) 

振動特性係数 Rt = 1.0 (T<Tc) 

 

 

３-４．基礎計画概要 

 

（1）地質調査 

   ・敷地内にて平成 26 年に地質調査（ボーリング調査-2 箇所）が行われておりますが、前記調査を補完する目的 

   で追加調査（ボーリング調査-1箇所）を行う計画です。基礎設計は双方の調査結果に基づいて行います。 

 

 

 （2）地盤概要及び液状化について 

   ・既往の調査結果に拠ると、本敷地は利根川下流の沖積低地に位置し、地表部より 12ｍ程度までは軟弱な沖積粘

性土層、12ｍ～29ｍには平均Ｎ値 40 程度の沖積細砂層、29ｍ～37ｍには平均Ｎ値が 7 程度の沖積細砂層及び

粘性土、37ｍ以深にはＮ値 60 以上の堅固な洪積細砂層が分布しています。孔内水位はＧＬ-1.0 程度と高い位

置にあるため、設計において配慮します。 

・既往調査時には、地表面より 20ｍ以浅の沖積砂質土層を対象に液状化の可能性についての検討が行われてお

り、大地震時（350gal）においても液状化の危険度は低いと判定されていますが、建物の重要度を鑑みて追加

調査においても再度検討を行うものとします。 

・現時点での液状化対策としては、1 階玄関へのアクセス動線となる「表の庭（多目的広場）」周辺に限定し、

地表面より 5ｍ程度の範囲を対象として柱状地盤改良を見込んでいます。  

 

 

 （3）支持層について 

・支持層については、ＧＬ-37ｍ付近以深の洪積細砂層（Ｎ値 60 以上）を支持層とする案と、ＧＬ-12ｍ～29ｍ

に分布する沖積細砂層（Ｎ値 30 以上）を中間支持層とする案の比較検討を行った結果、中間層（沖積細砂層）

を支持層とした場合でも建物重量に対して十分な許容支持力が確保でき、杭長を短く抑えられることで経済性

にも優れることから、中間支持層案を採用します。また、地盤の許容支持力については、中間支持層の下位に

存在する軟弱な層を考慮した検討を行い、設定します。 

 

 

 （4）基礎工法 

・建物規模及び支持層の深度から、基礎形式としては杭基礎を採用します。 

    杭種別については、既製コンクリート杭及び場所打ちコンクリート杭を、経済性・施工性の両面より比較検討 

して決定します。また杭工法についても、地質に対する適合性、残存している既存杭も考慮した施工性、及び 

経済性の観点から選定します。 

・（7）項にて現時点での比較検討結果を示します。 

       

 （5）山留め工法 

・上層部から 12ｍ付近迄はＮ値が 1～3 程度の軟弱な地層であり水位も高いことから、シートパイル工法が適し

ていると判断します。 

 

 

 

（単位：N/m2、1kgf≒10N）

用途・室名等
床版又は

小梁計算用
大梁、柱又は
基礎計算用

地震力
計算用

備　考

 非歩行屋根 1000 650 400

 屋上（室外機置場） 5000 4000 3500  実況に応じて設定

 多目的ホール・ひな段テラス
 イベントスペース・屋内多目的広場等

3500 3200 2100  「令」第85条の集会室（非固定席）を準用

 研修室・展示創作テラス・相談室
 ふれあいステーション等

2900 1800 800  「令」第85条の事務所を準用

 事務室・学習室・メディアスペース
 （OAフロア）

3000 1800 800  床版計算用荷重はOAフロアの耐荷重を採用

 音楽練習室・読書サロン・キッズルーム等 2300 2100 1100  「令」第85条の教室を準用

 図書室（一般開架） 6000 4800 3400  実況に応じて設定

 閉架書庫 12000 10500 9000  実況に応じて設定

 一般書庫・倉庫 7800 4400 3900  東京都「構造設計指針」を準用

 調理室 3900 2400 1600  東京都「構造設計指針」の特別教室を準用

 機械室・ポンプ室等 4900 2400 1300  実況に応じて設定

特記無き限り、建築基準法・同施行令に基づく

a) 小梁計算用の積載荷重は原則として、床版計算用の値を採用
b) 重量物がある場合は、実際の重量で設置部分の積載荷重を実況に応じて検討
c) 床版の設計においては、書棚や移動書架等が集中配置される重荷重ゾーンに配慮して検討
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3
2
5
0

△基礎下端

先端支持案

（杭長＝36m）

中間支持案

（杭長15m）

シートパイル工法（H=11m）
（山留め）

 （6）既往調査によるボーリング柱状図（杭姿図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （7）杭 比較検討表 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の比較検討により既製コンクリート杭を採用し、支持層は中間層の沖積細砂層とします。 

 

３-５．残存地下構造物について 

 

 （1）現況 

・本計画敷地内には既に上屋が解体されている既存建物の基礎構造物の一部が残存しています。 

原則として地表面から 1.5ｍの深さまでの基礎構造物は撤去されていますが、1.5ｍ以深に存在する浄化槽等

の水槽やＥＶピット及び南側隣地に近接している基礎フーチングについては残存しています。また既存杭も

撤去されずに残存しています。 

 

 （2）対応方針 

   ・残存している地下構造物への対応に関して、千葉県からは『当該地下構造物が地盤の安定に寄与する場合等

については、当該地下構造物は不要物ではないとみなされ廃棄物には該当しないため、「廃棄物の処理及び清

掃に関する法律」の適用は受けない』と回答がありました。この回答に基づき、残存構造物は原則として撤

去としますが、「地盤の安定性に寄与する」と判断される場合は残置する方針とします。 

   ・各構造物別の対応を以下に示します。 

     

 

  ① ② ③ ④ 

杭種別 
既製コンクリート杭 場所打ち鋼管コンクリート杭 

ＳＣ杭+ＰＨＣ杭（一部ＰＲＣ杭） 鋼管コンクリート杭 

杭工法 
中堀り 

拡大根固め工法 
プレボーリング 
拡大根固め工法 

アースドリル拡底工法 

支持層 洪積細砂層 沖積細砂層（中間層） 洪積細砂層 沖積細砂層（中間層） 

杭長 ３６ｍ １５ｍ ３５ｍ １９．５ｍ 

杭径 900φ～1200φ 700φ～1000φ 1200φ 1200φ 

拡底径 --- --- 1500φ～2300φ 1500φ～2600φ 

杭本数 ３０本 ３９本 ３０本 ３０本 

コスト比 １.４ １.０ １.５ １.１ 

工期 
杭製作 75 日+  
現場施工 16 日 

杭製作 75 日+  
現場施工 11 日 

鋼管製作 75 日+  
現場施工 52 日 

鋼管製作 75 日+  
現場施工 40 日 

評価   採用     

孔口標高＝設計 GL と仮定 

杭天＝基礎下端+300 

範囲外の既存杭は原則として引抜き。引抜き孔は動化処理土を用いて閉塞処理。 

浄化槽ピット等：山留めを設置して基礎下端まで解体・撤去。 

基礎フーチング：山留めを設置して基礎下端まで解体・撤去。但し、南側隣地に近接している基礎は隣地 

境界付近の構造物の倒壊を招く恐れがあるため、残置。 

既存杭    ：建物計画範囲内の既存杭は原則残置とするが、新設杭と干渉する杭のみ引抜き。 

※ただし、既存杭の引抜きが周辺地盤に与える影響について、今後、実施設計等の段階で、
より詳細な調査・検討を行い、建物本体工事及び外構工事等の影響も含め総合的に判断す
る必要がある。このため基本設計段階においては、現状で考えられる最大限の引抜きを行
う設定とする。 
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３-５.残存地下構造物について   S-05 

 （３）残存構造物配置図 

残存地下構造物　配置図　1/300



代表伏図及び軸組図を以下に示します。
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３-６.略伏図・略軸組図   S-06 

３-６. 略伏図・略軸組図

２階 (Z2) 伏図　1/400

Y3 通り　軸組図　1/400

X1 通り　軸組図　1/400

Z2-1100 伏図 1/400

鉄骨小梁

大扉位置

ルーバー

鉄骨間柱

既成コンクリート杭 基礎

鉄骨大梁

既製品柱脚 梁上増打

嵩上げ材

鉄骨柱

吹抜

吹抜

EV

EV

鉄骨大梁

水平ブレース 床スラブ

倉庫棟

鉄骨階段

金属屋根

剛接合

中の庭（仮称）
小野川ギャラリー

鉄骨小梁
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４．電気設備計画 

４-１．電気設備基本方針 

・省エネルギーを考慮した機器選定及びシステムを採用し、ランニングコストの低減を図ります。 

・環境負荷低減のため、エコマテリアルケーブル及びリサイクル可能な特性を持つ環境配慮型材料を使用します。 

・将来の拡張性を考慮した計画を行い、スペースを確保します。 

・メンテナンスの容易な機器を選定します。 

・建築基準法・消防法等の法令を遵守し、安全性に配慮したシステムを構築します。 

 

４-２．電気設備計画概要 

（1）受変電設備 

・東京電力より高圧 6.6kV 1 回線を南側道路より引込柱を設置し架空にて引込を行い、倉庫棟上機器置場まで高圧ケ

ーブルを敷設する計画とします。 

・受変電設備は屋外キュービクル式、変圧器は油入変圧器（トップランナー対応）とします。 

・東京電力設置の計量器用変成器（VCT）及び計量メータについては、引込柱に設置します。 

・想定負荷は下記とします。（他物件の実績容量から面積比率により算出） 

負荷名称 単位容量 対象面積 負荷容量

計 

補正係数 負荷容量

合計 

 

備考 

  (VA/㎡) （㎡） (KVA) （％） (KVA)  

（電灯負荷） 

各施設エリア 

共用部 

電灯負荷計 

 

90 

55 

 

4453.02 

2117.28 

 

 

400.77 

116.45 

517.22 

  

400.77 

116.45 

517.22 

 

（動力負荷） 

各施設エリア 

共用部 

ELV 

 

90 

60 

 

4453.02 

2117.28 

 

400.77 

127.04 

23.75 

  

400.77 

127.04 

23.75 

  

動力負荷計   551.56  551.56  

   

・主 遮 断 器：  真空遮断器（VCB） 

・変 圧 器：  単相変圧器 200KVA×3 台     計  600KVA 

三相変圧器 300KVA×2 台     計  600KVA 

スコット変圧器 75KVA×1 台    計  75KVA 

・コ ン デ ン サ：  基本料金の割引を受ける為、コンデンサを設置します。（自動力率調整有り） 

・デマンド監視装置を設置し、1 階管理室にて監視します。 

 

(2)発電機設備 

・防災負荷への非常電源供給及び一般停電時の保安負荷へのバックアップ用として、非常用発電機を設置します。 

発電機は、屋外キュービクル型ラジエータ式ディ－ゼル発電機（燃料別置型 一般騒音 105db 長時間型）を倉庫棟上 

機器置場に設置します。非常時には送電する負荷をしぼり、48 時間運転が可能な計画とします。 

項     目 仕  様 備  考 

型式 屋外キュービクル型  

騒音レベル 機側 1m 105db  

設置場所 倉庫棟上  

 

 

 

発電機 

 

 

 

電圧・電気方式 3φ3W 200V  

周波数 50HZ  

容量・力率 250KVA 相当・80％  

冷却方式 ラジエータ冷却式  

始動方法 電気式  

燃料 A 重油  

運転時間 長時間形 燃料槽別置 

 

（3）太陽光発電設備 

・太陽光パネル容量は空調室外機スペース・周辺状況等を考慮し、パネルを設置できる面積より 20kw とします。 

・連携方式は高圧連携・逆潮流なしとし、キュービクル低圧電灯盤に接続します。 

  ・太陽光発電にて発電した電力は共用部の電灯・コンセントの一部の電力をまかなうものとします。 

  ・発電状況が分かるように、表示ディスプレイを１階（仮称）佐原通りに設置し、計測用 PC を１階管理室に設置し 

ます。 

 ・災害時に特定の諸室が利用できるよう蓄電池（リチウムイオン型）を設置します。 

 ・太陽光パネル及びその他機器は建築工事、配線は電気工事とします。 

 

（4）幹線・動力設備 

・倉庫棟上のキュービクルから各階 EPS 等に設置する電灯分電盤、機械室等に設置の動力盤までの電源供給 

を計画します。 

・施設エリア毎に計量区分を分け、電力量の計量を行います。 

・動力制御盤以降、各空調・衛生・建築動力等の動力負荷への電源供給及び、制御を行います。 

・動力盤設置場所以外の動力負荷への供給は、保守点検時の安全を考慮し手元開閉器を原則、設置とします。 

 

（5）電灯設備 

①設計照度 

各室の照度は JIS Z 9110：2010 に基づき設定します。 

②照明器具 

・光源は省エネルギー・省力化・経済性を考慮して、積極的に LED 照明の採用を図ります。 

・多目的ホールに舞台照明用としてスポットライトを設ける。また、持込照明に対応できるよう電源を 

確保します。 

・外灯は周囲の状況を考慮して夜間の通行及び防犯上有効な場所、かつ、光害対策に留意したものを配置します。 

・誘導灯 

消防法施行令に基づき設置します。器具は電池内蔵型 LED とします。 

・非常照明 

建築基準法に基づき設置します。器具は電池内蔵型 LED とします。 

４-１.電気設備基本方針 ４-２.電気設備計画概要 E-01 
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③点滅方式 

・トイレ・階段室等の照明は人感センサー点滅とします。 

・トイレ換気扇は遅延タイマー付人感センサーとします。 

・各室はタンブラスイッチにて点滅を行い、エントランス・廊下・階段などの共用部分及び事務室は多重伝送リモ 

コン方式とし、各事務室及び１階管理室で集中制御を行える計画とします。 

・外灯等は、日没時自動点滅による点灯、タイマーにより消灯の制御とし、且つリモコン回路により集中制御可能 

な計画とします。 

 

（6）コンセント設備 

・各室の必要個所に各々コンセントを、壁・床・天井などに用途に合わせて設置します。 

・事務室は床付のコンセント又は OA タップとし、PC など机の事務機器に対応します。 

 

（7）構内交換設備 

・引込柱より架空にて引込とします。引込配管は 3本とし、1階管理室内 MDF まで引き込みます。 

・MDF 以降、各端子盤までの配管・配線、電話アウトレット迄の配管・配線を敷設します。 

・電話交換機及び電話機は別途工事とします。 

 

（8）テレビ共聴受信設備 

・屋上アンテナ方式にて屋上に設置のアンテナより受信します。 

・衛星アンテナは BS110°CS とします。 

 

（9）構内情報通信網(LAN)設備 

・サーバーラックを 3 階サーバー室に想定し、以降、各端末迄の配管・配線を敷設します。 

・機器は別途工事とします。 

 

（10）放送設備 

・消防法に基づき 1階管理室に非常業務兼用放送増幅器を設置し、館内に一般・非常放送を行える計画とします。 

・事務室に館内放送用リモートマイクを設置し、館内放送を行います。 

・スピーカー等の機器等の設置場所は法的に満足するように設置します。 

 

（11）映像音響設備 

・メディアスペースに個別音響設備（ワゴンアンプ・ワイヤレスマイク・プロジェクタ等）を設置します。 

・多目的ホールに個別音響設備(大型スクリーン・天井吊型プロジェクター・ワゴンアンプ・ワイヤレスマイク等)を

設置します。 

 

（12）誘導支援設備 

・事務室にインターホン親機を設置し、東玄関・西玄関にカメラ付きインターホンを設置します。 

・多目的トイレに緊急呼出用の押ボタン、事務室に表示盤を設置し、緊急時に対応します。また、廊下にブザー付廊

下灯及び復帰ボタンを設置します。 

・1 階「（仮称）佐原通り」・総合案内・トイレに視覚障がい者用音声ガイドシステムを設置し、音声にて誘導をサポ

ートする計画とします。 

 

（13）自動火災報知設備 

・消防法に基づき設置します。複合型受信機を 1 階管理室に設置し、副受信機は 3 階事務室に設置します。 

・受信機は操作性・メンテナンス性・施工性・保守性・経済性を考慮し P型とします。 

 ・火災時は非常放送設備と連動とし、スピーカーからの音声警報を行います。 

 

（14）ITV 設備 

・監視カメラ用の空配管を建物内に敷設します。1階管理室にモニターを設置し各カメラ映像をモニターにより 

分割画面で監視を行う想定とします｡ 

・監視カメラは出入り口及び共用部必要箇所に適宜配置を想定します。 

 ・機器配線は別途とします。 

 

（15）機械警備設備 

・建物内の安全確保の為、各出入口・窓等に機械警備用機器が取付けられる様、空配管を敷設します。 

・警備センサー及び配線は別途工事とします。 

・機械警備会社へは防犯信号のほか、火災信号等を移報します。 

 

（16）駐車管制設備（外構工事） 

・出庫警報用ランプ・表示灯・回転灯・カーゲート・駐車券発行機及び精算機を設け、歩行者の安全を確保するとと

もに、駐車料金の管理を行います。 

・制御盤は 1階管理室に設置します。 

 

（17）雷保護設備 

・建築基準法に基づき、雷保護設備を設けます。JIS4201-1992 に準拠して設置します。 
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タンブラ

風除室 1F 〇 〇

(仮称)佐原通り 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

管理室 1F 〇 〇 〇

自販機ロッカー 1F 〇 〇 〇 〇

機械室 1F 〇 〇 〇

倉庫(1),（4）,（8）,（9） 1F,3F,4F 〇 〇 〇

展示・活動テラス、創作テラス 3F 〇 〇 〇

ホワイエ 4F 〇 〇 〇

WC(W) 1F～4F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

WC(M) 1F～4F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

HWC 1F～4F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

廊下 1F～4F 〇

PS 1F～4F

EPS 1F～4F 〇 〇

SK 1F～4F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

ごみ置き場 1F 〇 〇 〇

備蓄倉庫 1F 〇 〇 〇

更衣1 3F 〇 〇 〇 〇

更衣2 3F 〇 〇 〇 〇

サーバー 3F 〇 〇 〇 〇 〇

印刷・ロッカー室 3F 〇 〇 〇 〇

事務室 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 OAタップ

調理･冷蔵 1F 〇 〇 〇 〇 〇 特殊機器：IH

更衣 1F 〇 〇 〇

物販 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

観光案内カウンター 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カフェ・フリースペース 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

観光情報スペース 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

事務室 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 OAタップ

屋内多目的広場 1F 〇 〇 〇 〇

遊戯室 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇

集会室 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

静養 1F 〇 〇 〇 〇

キッズルーム 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

更衣室 1F 〇 〇 〇

相談（1） 1F 〇 〇 〇 〇 〇

授乳室 1F 〇 〇 〇

幼児WC 1F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

倉庫(2),（3） 1F 〇 〇 〇 〇

ベビーカー置場 1F 〇 〇 〇

WC(W) 1F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

WC(M) 1F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器
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150 LEDダウンライト

天井埋込型LEDベースライト

300 LEDダウンライト

100 壁直付型LEDベースライト

100 LEDダウンライト

100 天井埋込型LEDベースライト

200 LEDダウンライト

100 LEDダウンライト

- -

500 天井埋込型LEDベースライト

天井埋込型LEDベースライト

500 天井埋込型LEDベースライト

200 LEDダウンライト
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300 LEDダウンライト

750 天井埋込型LEDベースライト
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500 天井埋込型LEDベースライト

200 LEDダウンライト
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200 LEDダウンライト

200 天井埋込型LEDベースライト
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タンブラ

一般書架 2F 〇 〇 〇

参考図書 2F 〇 〇 〇

閉架書庫 2F 〇 〇 〇 〇

新聞・雑誌・AV 2F 〇 〇 〇 〇

郷土資料 2F 〇 〇 〇 〇

読書サロン（飲食） 2F 〇 〇 〇

読み物・学習 2F 〇 〇 〇

機械室 2F 〇 〇 〇

親子WC 2F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

授乳室・調乳室 2F 〇 〇 〇

プレイコーナー 2F 〇 〇 〇 〇 〇 〇

お話し室 2F 〇 〇 〇 〇 〇

事務所 2F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 OAタップ

応接室 2F 〇 〇 〇 〇 〇 〇

WC(W) 2F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

WC(M) 2F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

HWC 2F 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

メディアスペース(視聴覚室) 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 特殊機器：マイク、プロジェクター、スクリーン

イベントスペース 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

展示スペース 1F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

研修室（1） 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

研修室（2） 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

学習室 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 OAタップ

和室 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

研修室（3） 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

研修室（4） 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

研修室(創作室) 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 特殊機器：電気温水器

準備室 3F 〇 〇 〇 〇 〇

倉庫（4）,(7),（10） 3F,4F 〇 〇 〇

事務室(公民館機能) 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

調理室 4F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 特殊機器：IH

調理準備室 4F 〇 〇 〇 〇

音楽練習室 4F 〇 〇 〇 〇

控室 4F 〇 〇 〇 〇 〇 〇

多目的ホール 4F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 特殊機器：マイク、プロジェクター、スクリーン

機械室 4F 〇 〇 〇

事務室（社会福祉） 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 OAタップ

ボランティア活動室 3F 〇 〇 〇 〇 〇

相談室 3F 〇 〇 〇 〇 〇

ふれあいステーション 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヘルパー控室 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉庫（6） 3F 〇 〇 〇

倉庫（社会福祉） 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
市民活動支援

センター
事務室（市民活動） 3F 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 OAタップ

LEDダウンライト

弱電設備

500 天井埋込型LEDベースライト

天井埋込型LEDベースライト
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500 天井埋込型LEDベースライト

天井埋込型LEDベースライト

500 天井埋込型LEDベースライト

300 LEDダウンライト

750 天井埋込型LEDベースライト

200 天井直付型LEDベースライト

200 LEDダウンライト
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300 LEDダウンライト

750 天井埋込型LEDベースライト

200 LEDダウンライト
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天井埋込型LEDベースライト

500 LEDダウンライト

天井埋込型LEDベースライト

750 天井埋込型LEDベースライト

200 LEDダウンライト

500 天井埋込型LEDベースライト

500 天井埋込型LEDベースライト

750 天井埋込型LEDベースライト

750 天井埋込型LEDベースライト

750 天井埋込型LEDベースライト

750 天井埋込型LEDベースライト

750 天井埋込型LEDベースライト
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500 天井埋込型LEDベースライト
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300 天井埋込型LEDベースライト

500 天井埋込型LEDベースライト

100 天井埋込型LEDベースライト

100 天井埋込型LEDベースライト
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500 LEDダウンライト
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200 天井埋込型LEDベースライト

750 天井埋込型LEDベースライト

300 天井埋込型LEDベースライト

100
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株式会社ＩＮＡ新建築研究所 Institute of New Architecture Inc. 

５.機械設備計画 
５-１.機械設備基本方針 

 

 

空調設備設計・給排水衛生設備設計コンセプト 設計手法 

①環境性能の向上と省エネ・LCCO2 排出量の抑制を実現さ

せる。 

[最適制御でエネルギーの最小化を図る] 

・CO2 濃度検知による外気導入制御システムや全熱交換型換気システム等によりエネルギーの無駄な損失を減らします。 

・IT技術を積極的に活用し、空調消し忘れ防止や適正空調温度管理を図ります。 

 

[高効率機器・機器選定の最適化を図る] 

・省エネ型機器を積極的に採用し、建物が消費するベース負荷の低減を図ります。 

・節水型器具を採用し、使用水量を削減します。 

 

[環境負荷を低減する] 

・エコマテリアルの採用やグリーン調達活動を通じて、環境負荷の低減を図ります。 

・CO2 排出量の削減効果の高いシステムを検討します。 

・オゾン層破壊係数＝0の新冷媒を採用します。 

・立地条件、周辺環境に配慮した計画とします。 

 

②利用者に配慮し、安全に利用できる計画とする。 

[安心かつ信頼のおける衛生的な環境の提供] 

・衛生的な水の供給により、健康的な水・湯の利用を提供します。(クロスコネクションの防止) 

・確実な排水通気計画により、衛生的な水回りを確保するとともに、臭いによる不快感などを無くします。 

・誰にでも使いやすい器具を採用します。(ユニバーサルデザイン) 

・安全性の高いシステムを採用します。(給湯での火傷防止、赤水や水漏れのない配管システム、暴風雨時の施設内保護) 

・VOC(シックハウスの元となる揮発性物質)の蓄積を未然に防ぐ空気環境を 24時間換気で実現します。 

・適切な換気計画により不快な臭気を除去し、快適な環境を提供します。 

・室毎の個別運転が可能で、負荷追従性のよい空調システムを採用します。 

・利用に適した温度環境を提供します。 

・加湿器を単独に設置し、特定建築物として快適な空気環境を提供します。 

 

③効率的な施設運営を支援する。 

[コストバランスが良く且つ管理による施設運営の効率化] 

・ランニングコストを抑えつつ、イニシャルコストのバランスの取れた計画とします。 

・運転管理のしやすいシンプルなシステムを計画します。 

・各設備の運用の自動化・簡素化を図り、管理運用にかかる負担を軽減します。 

・集中管理リモコンを設置し、空調システムの管理運用(スケジュール運転他)にかかる負担を軽減します。 

・集中管理を行い職員の施設管理負担軽減を検討します。(各機器の運用状況把握、警報対応) 

 

④建物の維持管理に配慮した計画とする。 

[将来の機器更新を見据えた設備レイアウト計画を図る] 

・建物の状況変化に柔軟に対応できるよう、増設機器スペースを設け、更新が容易な計画とします。 

・機器更新の際の搬入計画を検討し、改修時の作業スペースを確保する計画とします。 

 

 

５-１.機械設備基本方針 M-01 



  

佐原駅周辺地区複合公共施設 基本設計説明書（案）                                     
株式会社ＩＮＡ新建築研究所 Institute of New Architecture Inc. 

５-２.給排水衛生設備計画 

（１）インフラ計画  

①給水設備 

・給水は、敷地南側道路にある水道本管 100φから 50φの引込管を取り出す計画とします。 

 

②排水設備 

・汚水と雨水は分流方式とし、雨水をトラップ桝を介し最終桝にて汚水と合流させた後、敷地東

側道路にある公共下水道管 700φおよび南側道路にある公共下水道 800φに放流する計画とし

ます。 

 

（２）給水設備  

 ・給水は上水を各所へ供給します。 

・上水は水道本管より引込み屋外設置の受水槽に貯水後、加圧給水ポンプにて給水を行います。 

・雨水再利用による雑用水の供給は行わない計画とします。 

・施設エリア毎に計量を分け給水量の計量を行います。 

 

  給水量及び各水槽容量の算定表 

  

  

  

  

  

  

 

※1 利用者数は共用部を除く延べ面積(4407.4 ㎡)×0.3 人/㎡により算定し、職員数は利用者数の 10％を想定する。 

※2 国土交通省 建築設備設計基準 平成 27 年版：公会堂 準拠 

 

（３）給湯設備 

・給湯方式は局所給湯方式とし、貯湯式電気温水器により供給します。 

・4階調理室系統は大量使用が想定されるため、業務用エコキュートによる給湯を行います。 

・1階キッズルーム隣接授乳室系統はキッズルームでの沐浴体験対応のため、業務用エコキュートに 

よる給湯を行います。 

 

（４）排水設備 

・建物内は汚水と雑排水を分流とし、自然流下による重力排水方式とします。 

・調理室系統排水はグリストラップを設置し適切に処理した後、他系統に合流し公共下水道に放流し

ます。 

・敷地内は汚水と雨水を分流とし、雨水をトラップ桝を介し最終桝にて汚水と合流させた後、道路公

共下水道へ放流します。 

・雨水については雨水流出抑制(流出係数 0.6 以上の部分)のため浸透管を採用し、オーバーフロー分

は公共下水道へ直接放流します。

 

（５）衛生器具設備 

・誰もが使用しやすい器具を採用します。 

（センサー式やタッチスイッチ式のフラッシュバルブ、低身長の子どもも使用可能な低リップ小便器、棚付ワンタッチ 

式ワンハンドカット紙巻器、自動水栓等の採用） 

・節水型器具を採用します。 

・女子トイレには擬音装置を採用します。 

・幼児用トイレには幼児用小便器および幼児用大便器を採用します。 

・水栓は、使用者の使い勝手、目的等に合わせて使い分け、レバータイプ・自動水栓タイプ等を採用します。 

・利用者の衛生面を考慮してトイレ洗面器等は非接触(自動水栓)の器具を採用します。 

 

（６）消火設備 

・消防法に準拠し、かつ所轄消防署の協議に基づき、消火設備を設置します。 

・本計画建物は、特定防火対象物の用途に供される部分の存する複合用途防火対象物に該当するため、消防法施行令 

別表第一(16)項イとして計画します。 

 

<必要消火設備> 

・スプリンクラー消火設備 

・屋内消火栓設備 

・消火器 

 

（７）災害用便所 

・外構に公共下水道接続型貯留式マンホールトイレを設置します。 

 

  
人員※1 原単位※2 日使用量 

(人) (L/日・人) (L/日) 

利用者 1323 30 39,690 

職員 133 100 13,300 

合計     52,990 

水槽容量   26.5m3 

５-２.給排水衛生設備計画 M-02 
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５-３.空気調和設備計画 

（１）屋外・屋内設計条件 

・下記の温湿度設計条件により計画します。 

 

■屋外設計条件(国土交通省 建築設備設計基準平成 27 年版：銚子 準拠) 

 
乾球温度 湿球温度 相対湿度 絶対湿度 比エンタルピ 

(℃DB) (℃WB) (％RH) (kg/kg’) (kJ/kg) 

夏期 30.5 27.4 78.8 0.0220 86.9 

冬期 -2.7 -1.0 42.1 0.0019 7.6 

■屋内設計条件 

 

夏期 冬期 

乾球温度 

(℃DB) 

相対湿度※ 

(％RH) 

絶対湿度 

(kg/kg’) 

乾球温度 

(℃DB) 

相対湿度※ 

(％RH) 

絶対湿度 

(kg/kg’) 

各居室 

※湿度は目標値とする 
26 50 0.0105 22 40 0.0066 

 

（２）冷暖房機器設備 

・室形状や用途によって空調方式を以下より選定します。 

①エアハンドリングユニット 

大空間で必要風量が大きいエリアに採用します。 

対象室：1階 「(仮称)佐原通り」 

    4階 多目的ホール 

 

②外調機＋パッケージエアコン 

必要給気量が大きく、安定した外気処理が必要なエリアに採用します。 

対象室：2階 図書館 

    3階 展示・活動テラス、創作テラス 

    4階 ホワイエ 

 

③全熱交換機＋パッケージエアコン 

上記以外の各居室に採用します。床面付近での活動が想定される 1階キッズルーム及び 2 階お話

し室・プレイコーナーについては冬期の補助暖房として電気式床暖房設備を計画します。 

 

・エアハンドリングユニット及び外調機は直膨式を採用します。 

・パッケージエアコンは高効率型を採用します。また、使用時間帯の違いや利用頻度等を考慮し、個

別ヒートポンプパッケージ方式とし、熱源方式は電気式とします。 

・個別空調として、高効率運転かつフレキシブルな対応が行えるマルチ型ヒートポンプパッケージエ

アコンを採用します。 

・各居室には「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」の基準に適合するように加湿を行い

ます。 

・外気処理を行わない居室の加湿器は安定して加湿を行えるよう単独方式とし各居室に設置します。 

 

（３）換気設備 

・シックハウス対策を考慮した換気計画とします。 

・省エネルギーを考慮し、全熱交換器型換気扇を採用することにより熱回収を行います。 

 

（４）排煙設備 

・4階多目的ホールは無窓室となるため、屋上設置の排煙機による機械排煙を行います。 

 

（５）自動制御設備 

・警報や状態監視を取り込む集中管理方式とし、省エネルギーかつ運転管理が容易となるような自動制御システムとし 

ます。 

・子育て世代支援施設、図書館、公民館機能の各事務室に当該施設内の空調機及び全熱交換器用の集中リモコンを設置し 

一括管理が可能な設備とします。 

・集中管理装置、全体共用部の機器用集中リモコンは 1 階管理室に設置します。 

・加湿器のシーズン切替え時の消し忘れ防止用に各事務室、1階管理室より一括発停操作が可能な計画とします。 

 

 

５-４.機械設備耐震計画 

・建築設備耐震設計･施工指針 2014年版に準拠した計画とします。 

・設備機器の耐震クラスは A とします。 

・建築物内の主要配管導入部は、地震時の変位の違いを吸収する措置を行い配管の損傷を防ぎます。 

 

 

５-５.災害時設備計画 

・地域住民の利用可能なマンホールトイレを外構に設置します。 

・災害時の非常用飲料水源として、受水槽水等を非常時に利用可能な計画とします。 

５-３.空気調和設備計画 ５-４.機械設備耐震計画 ５-５.災害時設備計画 M-03 





[℃] [％] [℃] [％]

(仮称)佐原通り 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ○※ ○ ※空調機

管理室 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

自販機・ロッカー 1F ○ 5 ○

機械室1・2 1F ○ 5 ○ ○ ○

展示・活動テラス 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ●※ ○ ※外気処理エアコン

更衣1・2 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ 5 ○

サーバー 3F ○ 23 50 ○ ○ ◎ ○

印刷・ロッカー 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

ホワイエ 4F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ●※ ○ ※外気処理エアコン

倉庫 1F～4F ○ 5 ○

WC(W)・WC(M) 1F～4F ○ 15 ○ ○ ○ ○

HWC 1F～4F ○ 15 ○ ○ ○ ○

ゴミ置場 屋外 ○ 15 ○

備蓄倉庫 屋外 ○ 5 ○

事務室 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

調理冷蔵 1F ○ 5 ○ ○ ○ ○

更衣 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ○ 5 ○

屋内多目的広場 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

事務室 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

更衣1・2 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ○ 5 ○

静養 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

遊戯室 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

集会室 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

相談 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

授乳室 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○※ ○ ※エコキュート

キッズルーム 1F ○ 26 50 ○※ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ※補助暖房：電気式床暖房設備

廊下 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

ベビーカー置場 1F ○ 5 ○

幼児WC 1F ○ 15 ○ ○ ○ ○

WC(W)・WC(M) 1F ○ 15 ○ ○ ○ ○

倉庫 1F ○ 5 ○

一般書架 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ● ○

閉架書庫 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ● ○

読書サロン(飲食) 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ● ○

新聞・雑誌・AVほか 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ● ○

香取コーナー・参考図書 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ● ○

読み物・学習・絵本 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ● ○

お話し室・プレイコーナー 2F ○ 26 50 ○※ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ※補助暖房：電気式床暖房設備

授乳室・調乳室 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

郷土資料 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

事務室 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

応接室 2F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

機械室 2F ○ 5 ○ ○ ○

親子WC 2F ○ 15 ○ ○ ○ ○

WC(W)・WC(M) 2F ○ 15 ○ ○ ○ ○

HWC 2F ○ 15 ○ ○ ○ ○

※◎は全熱交換器、●は外調機を示す。
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[℃] [％] [℃] [％]

イベントスペース 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

メディアスペース(視聴覚室) 1F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

学習室 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

研修室(創作室) 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

準備室 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

研修室(1) 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

研修室(2) 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

研修室(3) 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

研修室(4) 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

和室 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

事務室(公民館) 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

倉庫 3F・4F ○ 5 ○

調理室 4F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎○ ○ ○ ○※ ○ ※エコキュート

準備室 4F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

音楽練習室(1) 4F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ※NC値35

音楽練習室(2) 4F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ※NC値35

音楽練習室(3) 4F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○ ※NC値35

控室 4F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

多目的ホール 4F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ○※ ○ ※空調機　NC値30

事務室(社会福祉) 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

ボランティア活動室 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

相談室1 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

相談室2 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

相談室3 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

ヘルパー控室 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

ふれあいステーション 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

倉庫 3F ○ 5 ○

屋外倉庫 屋外 ○ 5 ○
市民活動

支援センター
事務室(市民活動) 3F ○ 26 50 ○ 22 40 ○ ○ ○ ◎ ○

※◎は全熱交換器、●は外調機を示す。
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佐原駅周辺地区複合公共施設　基本設計説明書（案）　　　
株式会社 INA 新建築研究所　Institute of New Architecture .Inc

６. 工事費概算　７.全体事業スケジュール　８.工事工程表（案） C-01

（諸経費込み・消費税込（8％））（単位：千円）

①複合公共施設建設工事費 3,898,000

②外構整備工事費 321,000

③解体工事費

千円

262,000 千円

千円

※別途費用について
＜建築＞
・カーテン・ブラインド・スクリーン・ホワイトボード・掲示板
・消火器
・テーブル・椅子等の什器（固定されていないもの）
・図書館自動貸出機・ＢＤＳ（ブックディテクションシステム：セキュリティシステム）・ＯＰＡＣ（オパック：利用者に供されるオンライン蔵書目録）
・子育て世代支援施設遊具
＜電気＞
・特殊ＬＡＮ工事（図書館等）
・機械警備機器（防犯カメラ含む）
・電話交換機・電話機
・電柱移設負担金

考備額金目項事工

６.工事費概算 ７.全体事業スケジュール

８.工事工程表（案）

基本計画基本計画基本計画 基本設計基本設計基本設計 実施設計実施設計実施設計 工事工事工事 使
用
開
始

・具体的な機能等の
   
・規模の検討
・構造形式の選定等

配置
・必要な機能等の       
　
・課題の抽出
整理

など
など など

・基本設計内容の精査
・工事発注用図面の作成
・確認申請

・本体工事
・外構工事
・解体工事

H28 年度 H29 年度

基本設計完了

約 12 ヶ月 約 24 ヶ月
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